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前田遺跡は、北の台、殿屋敷に隣接する遺跡で牟礼村の略中央に位 し、西に霊峰飯綱山を、南

に三登山、東に警山を望んでいる。戦国の頃甲越の戦がこの地で盛んに行われたことが伝言され

ているが、世の変遷と共に住居地 も色々と変ったことと思われる。

村内には縄文、弥生、古墳、平安時代と思われる43ケ所の遺跡があり、数多くの包蔵物が確認

されている。前田遺跡もその中の一つであり、文亀永正の頃に島津檀六郎が居住 していたとも伝

えられていることから島津某氏の旧地であったことと推察される。南北に空濠があり、矢筒山を

とりまく附近一帯には大町、中町、舞台、市之日、家老地、矢倉地等往古を偲ぶ地名が群在して

いる。

昭和55年度実施の県営圃場整備のためこの地が破壊されることとなり、54年秋に試掘がなされ

包蔵物が確認され発掘調査を行うことになった。

この調査は7月 17日 より8月 7日 に至る20余 日にわたり、延 360人 が発掘に参加された。主任

として島田恵子氏が当られ、佐藤、綿田、近藤、横山、篠塚、甘利の諸氏と共に終始努力を傾注

され、関係者へ発掘情報を知らせる等適切なご指導により和気調々の中に作業が進められた。当

初より地元の皆さんの深いご理解と文化財を究明しようとする熱意をもたれ総代、分館長さんを

はじめとして、団長青山紫朗先生の下に炎暑にもめげずご尽力下され予期以上の成果をあげ得た。

連日のご苦労に心よりお礼を申し上げる。

過ぎし日に調査された丸山、茶臼山、明専寺遺跡をはじめ今回の調査によると、土民は飯綱山

麓に居住 し文化の移りとともに高嶺地より逐次平坦地に移住 したものと思われ、昔を知ることの

出来る貴重な資料を得たことは今後の教育上深い喜びとするところである。

昭和54年 以来県文化課関孝一、郷道哲章、自田武正、三指導主事がご多忙中にもかかわらず、

現地を訪れ直接指導を賜り全般にわたり順調に調査が進められ得たことと村内外関係各位の暖か

いご援助をいただいたことも感銘深く厚く御札を申し上げ筆をおく。
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牟礼村文化財調査委員

団 長  青山 紫朗

丸山遺跡、明専寺・茶臼山遺跡に引続き、今回発掘調査された本村北の台地籍の前田遺跡は黒

り||(現在の東・西黒川)のほぼ中央にあり、古くから古語に語り伝えられた。「黒川恐し七沢八

谷」とよばれ、その言葉の通り幾谷川の水が悉く八蛇川に集まってくる。この八蛇川は出雲伝説

の八蛇伝説に合致 し、水による農耕を意味 し、中合度前田遺跡は七沢八谷にかこまれた中央台地に

あり、地味は肥沃で豊恵の土地である。

また、西北に飯綱・黒姫・妙高山がそびえ、東に斑尾山、菅平高原を望み、近くに八筒山 (八

筒城跡)があり、往時の住居は絶景の地として居を構えたであろうと推察される。

昭和55年度県営圃場整備が実施 されるに当り、54年 10月 31日 、県教委文化課関孝一指導主事の

指導のもとに、遺跡範囲の確認調査が行なわれ、本年6月 に入って地元西黒川の正副総代、西黒

川分館長以下、それぞれの立場からの役員による協力体制を整え、 7月 15日 より発掘のためのグ

リット設定がなされ、17日 の神事ならび結団式に引続き、地元作業協力者の協力によって8月 7

日まで発掘調査の目的を無事達 し得たことは、ご同慶にたえません。

またこの間、牟礼東 0西小学校5・ 6年生並びにクラブ活動の児童の皆様には、見学のかたわ

らお手伝いの協力を得、なお発掘のため協力くださった関係機関の方々、村内関係各位に対し、

厚く御礼申しあげると共に、直接この調査研究に報告書作成まで昼夜をわかたず努力いただいた

調査団の方々に衷心より感謝申しあげます。

丸山遺跡を始めとしそれぞれ時代の異った遺跡が発掘され、その歴史が解明されたことは喜ば

しいことであり、先人の生きざまの深さをつくづくと感 じられるのであります。

「どんなに明確になったと思われる歴史も、発掘なかばの古墳と同 じである。奥の奥に何がひ

そんでいるか。どんなに解釈 しても解釈 しきれない人間のいのちのふ しぎが、あるいはその音声

が、古墳の深い地下に埋もれている。」 (亀井勝一郎)
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1.本書は、昭和55年 7月 15日 ～ 8月 7日 までにわたって発掘調査された、長野県上水内郡牟

礼村大字黒川字北の台1759番地に所在する、前田遺跡の調査報告書である。

2。 本調査は、北信土地改良事務所の委託を受けた牟礼村教育委員会が実施 した。

3。 本調査は、森 尚登を発掘担当者とし、長野県考古学会員有志を調査員とし、地元西黒川

地区の方々の協力を得て実施 した。

4。 本書に挿入 した遺構、遺物の実測図作成及び トレスt掲載 した写真は、島田悪子、綿田弘

実、近藤尚義が担当、撮影 したものを使用 した。

5。 本書の執筆は、発掘および整理担当者が行ない、文末にそれぞれ文責を記した。

6。 本書の編集は、島田恵子が担当した。

7.本遺跡の資料は、牟礼村教育委員会の責任下に保管されている。     .

なお、本遺跡調査に関して、県教育委員会t関孝一、郷道哲章、臼田武正の各指導主事には、

適切な御指導をいただいた。また、県考古学会員武藤雄六、宮下健司氏からは、報告書作成に

関 し種々の御助言をいただき、更に地元西黒川の方々からは、総代さんをはじめとした地区ぐ

るみで、物心両面にわたる御援助を賜わりここに厚く御礼申し上げたい。また、西、東小学校

の職員、児童の方々の御協力に対 して感謝申し上げます。

口



イタ1

1.各遺構の略号は次の通りである。

住居址一一H  土拡一∵D  ピット群一―P  溝―
M

2.住居址実測図の縮尺は島、土拡為、カマ ド実測図の縮尺は発である。

3.土 器、石器実測図、土器拓影の縮尺は十である。 ただし大甕類の縮尺はキとした。

4.遺構平面図中に使用 したスクリーン トーンは焼土を表わす。また、土器実測図の右半分

における点は、内面黒色土師器を示す。

5。 断面図及びエ レベーション図の平面 レベルは、あ～か列までの標高は536.90mに 統一 し、

さ～ち列の標高はそれより150 cm低 くなっていて、535。 40mに 統一 してある。

6.図版中遺物の縮尺は、土器、石器等約十である。

7.図版中の土器、石器番号を簡略 した。例えば第10図 1は 10-1と 表わす。

8。 各遺構出土土器一覧表の法量は、上段口径、中段器高、下段底径の順である。( )内の数

値は推測値、一線は不明、計測値はcmを 表示する。             し
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第 1章 発掘調査の経緯

第 1節 調査に至る動機

本調査の契機は、昭和55年度県営圃場整備の実施に伴い、その中に前田遺跡が県の指定地 とし

て指示 されていた。

前田遺跡は、牟礼村のほぼ中央北の台地籍に位置 し、北西に飯綱、黒姫、妙高山を望み、附近

には矢筒城跡が存在 し、数多くの由緒ある地名が散在する。このため村 としても優慮される遺跡

であり、県教育委員会の関孝一指導主事の指導により、54年 10月 31日 範囲確認のための試掘調査

が行なわれた。

その結果、調査対象地が・2地点にしぼられ、昭和55年 7月 15日 ～ 8月 7日 までの日程で調査を

行ない、記録保存する運びとなった。

第 2節 調査の概要

●遺 跡 名 前田遺跡

●所 在 地 長野県上水内郡牟礼村大字黒川字北の台1759

●発 掘 期 間 昭和55年 7月 15日 ～ 8月 7日

●調査委託者 北信土地改良事務所信濃支所  所長 池田 隆二

●調査受託者 牟礼村教育委員会

●調査会 。調査団の構成は下記の通りである。

調査会

顧 問  金井 義男  牟礼村長

ク   原田 幸衛  議会議長

相談役  岡田 一雄  改良区理事長

ク   高野 俊雄  議会文社委員長

会 長  小林 幹雄  文化財調査委員長

副会長  井沢 静   教育委員長

ク   白′島 耀  文化財調査副委員長

理 事  上野 涼  文化財調査委員
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理  事

監 事

調査団

団  長

担 当 者

主  任

調 査 員

補助調査員

調査協力者

滝沢 清水

武居  襄

田中 益男

矢野 恒雄

米沢 稔秋

井沢 信雄

丸山 良雄

小川専之助

自石 俊雄

深瀬 幸子

梨本 忠一

矢野 広義

丸山 久

金井 庄五

町田 清司

青山 紫朗

森  尚登

島田 恵子

佐藤  敏

横山かよ子

甘利とみ子

綿田 弘実

近藤 尚義

篠塚ひろ子

文化財調査委員

//

ク

教育委員

議会文社委員

公民館長

収入役  .

総務課長

牟礼村文化財調査委員

千葉市真砂中学校教諭

長野県考古学会員

長野県考古学会員  (立正大生)

ク     ( ク  )

( ク  )

北信土地改良事務所

池田 隆二  北信土地改良事務所信濃支所長

北沢 勝   北信土地改良事務所信濃支所

松田 謙吾  牟礼土地改良区事務局長

金井 元司  牟礼土地改良区会計主任
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本山 秀   牟礼土地改良区工事主任

寺島 新一    ク 事務局員

片山 哲夫    ク   ク

北沢 京子    ク   ク            .

牟礼村土地改良区役職員

北野建設KK

田村 金蔵  北野建設現場監督

作業協力地元役員

仲俣 俊夫  西黒川総代

森  孝雄  西黒川副総代

寺島 栄宏  西黒川分館長
・
帯刀 一正   ク 副分館長

石川 雄ニ   ク 分館主事

高橋 孝美  作業協力現場責任者

石川 久衛      ク

横山 善介      ク

作業協力者   飯島 一男  池田 もとめ 井沢 きみ江 石川 鈴子

伊藤 春野  御沢 休蔵  カロ藤 しげ子 加藤 さち子

本村 要助  近藤 和子  近藤 咲子  近藤 豊意

近藤 ひさ子 近藤 博美  近藤 まさを 近藤  祐

近藤 和カロ江 高橋 はなゐ 寺島 義子  仲俣 と志

仲俣 鮮治  梨本 きみよ 梨本 サダ子 花岡 たけ

森  敏子  横山 貞子  渡辺 今朝雄 帯刀 睦子

●調査に関する事務局の構成組織は下記の通りである。

米沢 竹志  牟礼村教育委員会教育長

澁沢 実夫   ク   ク  教育次長

仲俣 弥一   ク 社会教育係長

近藤 克彦   ク 公民館主事

加藤 みどリ  ク 教育委員会事務局職員

(事務局)
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第3節 発掘調査日誌

07月 15日 ・(火)く もり

グリッド設定に先立ち、ほ場整備事業請負

業者北野建設のご協力により、土堤の切りくず

しおよび耕作土の削平を重機を入れて行なう。

07月 16日 (水)く もり

グリッド設定を行なう。 トランシフ トを用

いて基準杭を真北に設定し、東西にあ～て、

南北に1～ 16、 (地形によリー部分グリッド

No。 が切れる)の計248グリッド (3× 3m)

を設定する。

か～さ-1～ 12グ リッドにかけての土層は

か列の土堤から傾斜 していることも原因して

か、包含層が部分的に残るのみで粘土層が露

出しており調査不可能である。

尚調査区が若干離れている南地点は、東西

にA～ H、 南北に1～ 6ま での計48グ リッド

を設定する。テント設置、機材運搬終了。

07月 17日 (木)く もり

本日より調査開始。村長、議長、教育長及

び調査会の方々、地元黒川地区の総代、館長

さんをはじめ地元協力者の出席をもって結団

式及び神事を行なう。

終了後、い・う-1・ 2、 え-1・ 3・ 4

お-3、 い-7・ 8グリッドの掘り下げ作業

を開始する。その結果、柱穴状の落込みが数

多く検出される。また、い-7・ 8グ リッド

より住居址の約半分が確認される。

07月 18日 (金) くもり後雨

昨日に引続き遺構検出作業。い-3・ 9、

う-3・ 7、 え-2グ リッドの掘り下げを行

なう。午後になり雨になる。 2時で屋外作業

を中止。 3時より昨日までに出土 した土器洗

いを行なう。

07月 19日 (土)雨 のち晴

昨夜の大雨が朝 まで降 りつ いゞていたため

作業中止。

07月 20日 (日 ) くもり

本日より補助調査員 2名参加。い-4～ 6、

う-4・ 8・ 9、 お-1・ 2、 か-2・ 3グ

リッドの掘 り下げを行なう。住居址の全貌検

出される。相変 らずピット群が検出 される。

また、お-2グ リッドより須恵器片底部に木

の葉の圧痕が施 されたものが出土する。

07月 21日 (月 ) はれ

梅雨あけが宣言され暑 さに向うため、いよ

いよ野外作業も厳 しくなりそうである。あ一

11、 い-10～ 13、 う-5・ 6、 え-5・ 6、

お-4・ 6の掘 り下げを行なう。

え-11グ リッドより土拡とピットを確認す

る。また、え-5・ 6グ リッドにかけて住居

址を確認、カマ ドがほぼ北に位置 しており、

石組、焼土が露出 している。全貌は明朝にな

る見込みである。 さらに、い-11～ 12、 あ―

11グ リッドより検出された遺構は、当初住居

址の重複かと思っていたが、溝のようになり

つつある。明日もう少 し拡張 しなければ性格

が半J明できない。

17日 にえ-3グ リッド内より検出され、性

格の明らかでなかった、粘土でややマウンド

状の遺構の精査及び掘 り下げを行なう。特殊
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遺構 と命名する。 う-4の精査で土拡を確認

07月 22日 (火)は れ

昨日に引続いて遺構検出作業。昨日の続 き

であった住居址の全貌が出る。小型の住居址

である。Hl号 と命名。20日 にい 。う列より

検出された住居址はH2号 と命名する。

え 。お-6・ 7・ 8グ リッドより配列のピ

ット群が検出されは じめる。その内のえ-8

グリッドより灯明皿が出土。また、お-5グ

リッドより諸磯Bの土器一片出土する。

ここ数日晴天が続いたため地割れがひどく

グリッド掘 り下げ及びプラン確認に困難をき

たす。特殊遺構の実測に入る。

07月 23日 (水 ) はれ

配列ビット群の全容が検出される。掘立柱

建物址であろうと思われる。 う一H・ 12グ リ

ッドより土拡 2基確認する。 0-7～ 10グ リ

ッドの拡張掘 り下げを行ない、溝状のプラン

確認を終了する。本日で上段の遺構検出作業

は終了する。検出された4基の土拡をそれぞ

れDl号 ～ 4号 までと命名する。

07月 24日 (本) はれ

本日より2班 に別れて作業を行なう。上段

は検出された遺構の掘 り下げとして先ずピッ

ト群・Dl号 の掘 り下げ及び断面図の実測を

行なう。

下段はせ～ち列の遺構検出作業に入る。地

表面が固 くて地割れがひどく作業はきつい。

水をまきながら作業を行なう。

せ-13グ リッドよりかなり大きい規模の土

砿が検出される。

夜、昨日までの作業の進行状況および地元

協力者の発掘に参カロした感想文をおりこんだ

新聞を作成する。

07月 25日 (金 )は れ

ピット群の掘 り下げ続行および掘 り上った

あ～お-1～ 5グ リッド内のビット群実測、

写真撮影を行なう。

Dl号 の掘 り下げ終 了。写真撮影。

下段は、た・ ち・つ列の遺構検出作業を続

行する。

「 まえだ遺跡通信第 1号」がFp刷 されたので

西黒川全戸に作業協力者の方々が帰宅途中配

布 して下 さる。

07月 26日 (土 ) はれ後雨

昨日に引続いてピット群の実測および掘 り

下げを行なう。また、配列 ピット群の掘り下

げおよび断面図の実測 を行なう。さらに溝状

遺構の掘 り下げ、断面図の実淑」を行なう。結

果、溝状遺構は川であったことが判明する。

本日より新 しい南地区のC-2グ リッドの

掘 り下げを開始する。一部分粘土層が露出 し

ている地点があるにもかかわらず、このグリ

ッドは黒色土が厚 く粘土層まで lmも あり、

途中小石が混入 していて掘 り下げが困難であ

った。遺物の出土も少量であって遺構の望み

はなさそうである。

尚、Hl号 住居址のカマ ド左脇から、 う一

-6-



3・ 4グ リッドにのびていた細長い落込みを

掘り下げたところ、炭化材が多量にあり分析

の結果、くるみの本であることが半J明する。

枝とおもわれる部分があることから倒れた木

が焼けた跡であるとおもわれる。

07月 27日 (日 )く もり

昨夜から朝方まで雨が降 つていたため現場

は水びたしとなり、地元協力者の方々は休日

とする。 6人でピットに入った水をかい出す。

午後よりDl号 のレベリング、特殊遺構の切

開を行なう。その結果、性格が明らかでなか

った特殊遺構の存在が断面図等によって風倒

木の穴であることが半J明する。北東にかけて

複雑な形でつ き出 したピット状の穴や、Dl

号土鉱 と命名 した遺構内の炭化材の多量な出

土及び様相、さらに6m以上 もある倒れた本

の痕跡等から、Dl号 は大木の根の部分が焼

けたために自然に落ち込んだものと思われる。

07月 28日 (月 ) はれ後雨

ピット群の残 り実測。溝の掘 り下げを続行

する。 さらに風倒本の跡を実測。D4号 の掘

り下げ、実測を行なう。また、下段のせ 。そ

。つ列のグリッド掘 り下げを続行。ち-2グ

リッドの焼土内より露出 している土器の清掃

を行なう。雨のため4時で作業を中止する。

小学生見学に見える。

07月 29日 (火) くもり後はれ

昨夜まで降 りつづいた雨のため、遺構内は

水びた しとなる。全員でピット、溝の水をか

い出す。急ピッチで溝の掘 り下げ、D2号 、

配列ピット群の掘 り下げを終了させ、明日の

天候が′心配であったため調査団は休憩をなく

して、暗 くなるまでにようやくすべての実測

・写真撮影を終了する。

西小学校2ク ラス見学に見える。また、昨

日見学にみえた小学 5年生が約束 しておいた

廃土内の土器表採をしてくれる。

07月 30日 (水)く もり

Hl号、 2号住居址の掘り下げに入る。覆

土非常に浅い。覆土断面図実測。

南区のグリッド掘り下げを本格的に開始。

07月 31日 (本)雨 のちくもり

昨夜からの雨のためHl号、 2号住居址内

下段のた・ち。つ列内は水びたしとなる。そ

のため全員で水のかい出しを行なう。

午後よりHl号住居址の掘り下げ、カマ ド

の断面図、切開を行ない掘り下げを終了する。

また、南区のF-3グ リッドの掘り下げを

行なう。遺物出土ほとんどなく、遺構の検出

不可能であると判断 し、この地点での調査を

打ち切ることにする。

08月 1日 (金)雨 後 くもり

天候が′心配であったため、註記作業を行な

う。

08月 2日 (土) くもり後はれ

Hl号住居址の実測を行ない全て終了。ま

たH2号住居址の掘り下げを続行、終了後写

真撮影実測を行なう。

D3号土鉱の掘 り下 げを行ない、実測、写

真撮影も済ませる。

下段のグリッド掘 り下げは、先月末まで晴

天が一週間程続いたため地割れがひどく固く

てスコップが通らない部分があり困難をきた

していたが、ここ数日の雨続きでスコップが

通るようになったので、固かった部分を新た

に拡張する。「まえだ遺跡通信第2号」発行。
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8月 3日 (日 )く もり

本日は村民見学会の日として前日より有線

放送で連絡される。黒川地区を中心に30名程

の見学者がみえる。

上段はH2号住居址のカマ ド実測と全体図

実測を残すのみで、全て終了となり、本日よ

り下の段に総力をそそぐことにする。

下段の今までグリッド掘り下げを行なった

部分を精査 じプランを明確にする。せ-13・

14グ リッドから規模の大きい土拡 1基が検出

されていたが、精査により、そ-11、 そ 。た

-12・ 13・ 14グ リッドから計4基の土拡が確

認される。また、た 。ち-2・ 3・ 5グ リッ

ドより3基の土拡が確認され、合計8基 とな

り、それぞれD4号～DH号 と命名する。上

段の土拡を1号～4号まで命名してあったが

1基が風倒木に関係することから、本日より

1号～ 3号までと命名を変更する。新しく命

名されたD4号の掘り下げに入る。

さらに、10月 に範囲確認調査を行なった際

随行した調査会の井沢信雄氏が、甕が顔を出

していたという部分を記憶 しており、す-15

グリッドを掘り下げたところ住居址が一軒確

認され、更にその周辺の土堤により傾斜にな

っている部分4グ リッドを拡張すると住居址

がさらにもう1軒検出される。

08月 4日 (月 ) はれ

昨日確認された、D5号 ～D8号およびH

3号址の掘り下げに入る。引続摯H4号址の

プラン確認を行なう。土堤際であるためか一

部分粘土層 (床面)が露出している。

08月 5日 (火) はれ

H3号址掘り下げ終了後実測に入る。さら

にH4号址の掘り下げを行なう。

D9号の掘り下げ及びD4～ D8号の実測

写真撮影を行なう。 3名 は土器洗いを開始。

08月 6日 (水 ) はれ

D10号 。11号の掘 り下げ及び実測を行なう

昨日掘 り上げたH4号 住居址及びH3号住居

址のカマ ド実測を行ない、住居址、土拡群は

全て完了する。また午後より全体測量に入る。

昨日に引続 き3名 は土器洗いを続行。ほぼ

洗い上る。また、抗ぬき、テントの取 りはず

し、器材の撤去を行なう。

08月 7日 (本 ) はれ

註記作業、遺物の整理を終了し、本日で現

場作業を完了とする。

08月 25日 ～ 9月 1日 遺物接合、復原作業。

09月 10日 ～ 9月 30日  遺物復原、実測。

010月 1日 ～10月 10日 遺構実測図整理及び

トレス。

OH月 1日 ～11月 10日  遺物実測及び トレス。

012月 10日 ～12月 25日  原稿執筆。

01月 2日 ～ 2月 10日  原稿清書、図版作成

総編集。

-8-

(島田 恵子 )



第 2章 遺跡の環境

第 1節 地理的環境

牟礼村は、1955年 に、高岡村と中郷村の合併によって出来た村であり、長野市の中心から三登

山を隔て北へ10km、 野尻湖の南約 8 kmの 地である。周囲を五岳として著名な、戸隠山、飯綱山、

黒姫山、妙高山、斑尾山がそびえる。

これら多くの山々が属する上水内郡の地質は、第二糸己層であり、その層を墳き破って火山を造

ったといわれ、その火山灰泥は、第二紀層を覆蓋したといわれる。村全体の景観は、西側を飯綱

山 (1017m)に 、南側を三登山 (923m)、 醤山.(744m)に 、そして東側を北西から南東へ鳥居川

が流れ、村境を山地と丘陵に囲まれた盆地となっている。

前田遺跡は、東側をその源流を飯綱山にもつ八蛇り|1沿いに立地 しており、同方向に村の中心に

位置する矢筒山 (570m)を 望む。そして西側に飯綱山 (1917m)を 望む位置に所在する。

本遺跡は、合併前の中郷村に属 し、その高低は不同であり、最も高い地は平出部落で海抜 595

m、 最も低い地は豊野日影で海抜 477m、 前田遺跡は海抜 530m前後に位置する。

この中郷の地も、斑尾山、黒姫山、飯綱山の活動の影響をうけたが、最も激しく影響されたの

は、茶臼火山脈の活動であったといわれる。

土性は、水成層、火山質の二種類より構成されている。水成層は、鳥居川、滝沢川の沿岸に発

達 し、田地を形成し、火山質土壌は、飯綱、醤諸火山の余波をうけ出来た土壊であり、黒腐植壊

土、赤腐植質慮土壌土、赤粘土、自粘土の五種類が基本土壌だといわれている。前田遺跡の土壊

は自粘土に覆われていた。

尚、遺跡周辺は、起伏に富んでいるためにその利用は湿田、果樹園と多方面にわたる。

本遺跡は、湿田であった。

(近藤 尚義 )

第2節 考古学的環境

前田遺跡と共の周辺は、飯綱火山の砂礫岩上に淡水性堆積 した地層がさらに二次作用 (沖積 )

を受けた、よく粘土化 した黄白又は黄褐色の層厚30mに 及ぶ地帯で其の後鳥居川とその支流によ

り侵蝕され、かなり平坦面を残す台状地である。
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これまで、この地方の遺跡説明には緊急分布調査の報告書が引用されて来たが、其の後数回の

発掘調査及び周辺調査、其の他の情報、筆者の踏査等により、未確認、未指定の遺跡が倍増して

いるのでこれ等も大きく考慮 しなくてはならない。今後、総合分布調査で確認することが基本条

件となるであろう。第 2図の遺跡分布図には、これ等の新発見遺跡も図示 した。

先土器時代の遺跡はこれまで中高山遺跡の一ケ所であったが、今回の発掘調査中に行なった周

辺遺跡調査の際、西方の飯綱山麓の上村 (だづま原)で、宮本悦雄氏の畑から出土した遺物の中

に、 図版16図 に示したように、槍先形尖頭器、ナイフ形石器等が認められた。だづま原は標高

800～ 900mの飯綱の山麓高原で沼地も多く、八蛇り||の 源流ともなっている。南佐久郡野辺山の先

土器時代矢出川遺跡群の地形、地質、環境等に類似点が多い。また、先土器時代から縄文、古墳

歴史時代と連続 した資料も出土 しており大遺跡となろう。今後に於て注目される新発見遺跡であ

る。

縄文時代の遺跡は、この方面の山間地から八蛇り||と その支流添いに多く、滝沢川、鳥居川の流

路付近まで下降している。牟礼村の弥生の遺跡は、発掘調査例はなく採集された遺物により8遺

跡を数える。

古墳は平出のもとど.り 地区に2基確認されていたが、庚申塚の前方後円墳は、「吉」「もとど

り」古墳群の最北端と言われ、ますます北に発見され、未だ其の全容は明らかにされてはいない

が、支群的な様相をも見られる。また、当遺跡付近の台状地に三基程あつたとも伝えられている。

牟礼村の中心地から南にかけて、平出、福井、東黒川、袖之山、茶臼山地区では限られた広大

な徴高地がある。淡水性の堆積層で河川が故死 していることから侵蝕は余り進んでいないが、湧

水地点が多くあり、山地と畑が主で表層の保存が良い地帯であり、中高山の先土器、前高山の古

窯址などが所在し、縄文時代から歴史時代までの遺物が採集され報告されている。この地帯も三

登山を含めて、地形、特に流水の変移等からも究明できれば、今後重要な遺跡地帯となろう。

館址と推定されるものは、小玉に矢筒、黒川殿屋敷、茶臼山築地屋敷、小丸山等であるが、先

年の矢筒発掘調査により館址と確認された外は、推定の域を出ず、小丸は補場整備工事のため壊

滅 した。

以上のように多方面に多くの遺跡が分布 しているにもかかわらず、総合的な調査がなされてい

ない為、新発見遺跡も含めて、種々の開発に伴なう遺跡の破壊、保護保存等に検討を加えなけれ

ばならない現状である。

(牟礼村文化財調査委員 井沢 信雄 )
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第 1表 周辺遺跡一覧表

番号 遺 跡 名 所 地 地
縄

文

弥

生

古

墳

歴

史 備 考

石 原 牟礼村大字古町石原 ○

上  ノ  山 大字古町上ノ山 ○

蟹 原 大字柳里蟹原 ○

下 向 山 大字古町字下向山 ○ ○

大 岩 大字柳里字大岩 ○

南 大字柳里字南 ○

7 横 道 大字柳里字横道 ○

茶  臼  山 大字川上字茶臼山 ○ ○ ○ 一部発掘調査後かい滅

強  清  水 大字黒川字強清水 ○ ○

九 山 大字高坂字丸山 ○ ○ 発掘調査後かい滅

か つ も 原 大字袖之山字かつも原 ○ ○

東  久  保 大字袖之山字東久保 ○

甘 池 大字坂口字甘池 ○ ○ ○ ○ 開発により、かい減の恐れあり

上 向 大字坂口上向 ○ ○

西  屋  敷 大字小玉 ○ ○

玉 大字小玉 ○ ○

庚 申 塔 大字黒川字庚申塔 ○ ○ ○

⑩ 前 田 大字黒川字前田 ○ ○ 発掘調査本報告

殿  屋  敷 大字黒川 ○

裏 大字牟札 ○

七 大字牟礼 ○ ○

栄 大字牟札字橋詰 ○ ○ ○

宅地化により損かいされつつ有り橋 大字牟礼字橋詰 ○

東 前 坂 大字牟礼字橋詰 ○

宮  の  下 大字豊野字宮の下 ○ ○ 大きな遺跡群であるが道路計画宅

地化によりかい滅の恐れあり大 久 保 大字豊野字大久保 ○ ○

山 道 平 大字平出字山道 ○

椛 梯 大字平出椛 1解 ○ ○

山 道 大字平出字山道 ○

の 原 大字豊野北の原 ○

谷 大字豊野字谷 ○

家 岸 大字平出字屋岸 ○

番 匠 窯 址 大字豊野字番匠 ○

34 室 飯 道 大字平出字室飯道 ○

東 ,甫 A 大字平出字東浦 ○ ○ ○ ○

東 ,甫 B 大字平出字東浦 ○ ○ ○

平 出 大字平出字東浦 ○
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坂 ,甫 大字野野字番匠 ○ ○

小 丸 山 古 墳 大定平出西浦 ○

平 出 南 大字平出字長山 ○ ○

名 弥 不 明 大字平出 ○ ○

庚  申  塚 大字平出字西浦 ○ 前方後円墳

鍛 治久保 古墳 大字平出字鍛治久保 ○ ○

明  専  寺 大字柳里字明専寺 ○ 発掘調査後かい滅

矢 筒 館 址 大字牟礼表町 ○ 発掘調査後かい滅

前 高 山 窯 址′ゴルフ場内 発掘調査後一部保存

中  高  山 大字平出中高山 ○ 先土器遺跡

第3節 歴史的環境

1 黒り||の郷

前田遺跡は牟礼盆地の地理的な中心地大字黒川字殿屋敷の北側の臨接地にある。黒川の地名の

歴史的な初見は嘉暦四年 (1329)の 諏訪上社五月会御射山頭役結番帳で、鎌倉幕府から上社造営

の課役 を割 り当てられている。この中で現牟礼村では他 に登場する村は小玉だけである。寛

永六年 (1629)の 「水内郡平出願生寺住持永尊所持、親鸞聖人縁起裏書」には、「信州水内郡太

田庄黒川郷平出願生寺」とある 1平出願生寺は磯部六ケ寺の一寺で応仁二年 (1468)醤山の麓に

移って来たと言われる寺で、今も上平出に寺屋敷跡としてその名残りを留めている。「太田庄黒

川郷平出」の文言から平出も黒川の郷中である。一方天明二年 (1782)牟 礼徳満寺所蔵蓮如絵像

裏書に「信州水内郡柳原庄黒川郷牟礼宿徳満寺地中正安寺常什物 )」 とあり、牟礼も黒川郷中であ

ったのである。また小玉は前記嘉暦四年の段階で既に小玉郷として登場するが、「以前は黒川の

大宮神社前に住んでいたが、大宮神社を黒川にくれて現在地に移って来た」との伝承がある。こ

の中には非常に重要な歴史的な意味が含まれている。その一つとして小玉は黒川から分村独立し

たものであると言うことである。以上からして源初の黒川郷は南は平出、北は小玉に至 り牟礼

をも包合 した広い範囲であったと言うことで、その政治的中心が殿屋敷であったと推考するもの

である。

2 殿屋敷と島津氏

字殿屋敷地内の殿屋敷跡は約一ヘクタール程の規模で現在微地形的に認められるだけで、石垣

も何も残っていない。しかしこの周辺には館跡に関連 した中世的な地名が残っている。町田 (領

主のいた周囲の田)辺町 (曲線の堰道・町はずれ)市 ノロ (市場の立った所)市楽 (市 に関係が

あるか♪櫓・家老地等である。その他小館跡や中世的な地割 (明治二十二年の切図)は当時の面

影を推考することができる。
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殿屋敷の領主は矢筒城主 (大字牟礼)の島津権六郎であるとされているが、権六郎なる人物は

文献には皆目見出できない。しかし島津領であったことは間違いない。昨年の昭和54年 9月 矢筒

城趾の麓に居館跡が発掘された。従来矢筒城の館は黒川の殿屋敷とされていたが、矢筒の発掘に

より島津氏の館が二か所存在することになった。筆者はおそらく殿屋敷の館はその初期のもので

あろうと推考するものである。

殿屋敷に隣接する前田地籍には大永五年 (1522)矢筒城主島津権六郎が伯母の菩提のために建

てたと言われる浄土宗の玉林山観音院長谷寺がある。そして境内の墓地には「大永二年朔日妙相

院宝誉玉林禅尼」と刻された五輪の開山塔がある。この寺の前身は中郷村史には 「天徳中真宗

高野山の僧某、本国善光寺如来へ参詣の際本村に草庵を結び、天徳三年寺堂を建立し玉林山観音

寺と号す」と書かれている。今も大字黒川字玉林地籍の山中南斜面に、その寺跡を確認すること

とができる。現在長谷寺には天徳の年号がかすかに読める石碑が保管されている。

三水村倉井の与四郎屋敷は「里俗伝に往古牟礼村矢筒城主島津氏の一族島津与四郎定国大永年

間故ありて此の地に移す」とあり、また同村普光寺の性空山普光寺には「永正年間本郡室飯 (牟

礼)城主島津某氏大いに修理を加う。… 弘̈治・永禄年間武田氏矢筒の城を襲う。某氏縁を以て該

寺に逃る。甲兵来りてこれを焼 く…」とある。一方黒川の大宮神社については「里俗伝に永正中

矢筒城主島津権六郎尊敬 し、除地高十貫文を寄進す」とある。矢筒城の島津氏は黒川は勿論のこ

と普光寺 。倉井までその支配下のようである。以上はみな里俗伝によるものであるが文献史料に

よると次のようである。天正十年 (1582)七 月十三日に上杉景勝が島津淡路 (忠直)守 に与えた

地行方之覚 (信濃史料補遺巻上)に は

百貫文 平出  千貫文 黒川郷  五百貫文 牟礼  三百貫文 小玉  七百貫文 福王

子 (普光寺)三 百貫文 倉井

とある。同じくこの時夏川 (牟礼村)は島津常陸介 (忠泰)の本領として九拾八貫文が景勝から

安堵されている。これより先に夏川は永禄十一年 (1568)十 月二日島津孫五郎の本領として武田

信玄に安堵されている。以上でもわかるように黒川・牟礼・普光寺 。小玉・倉井・平出は同じ領

主であるが、夏川の場合は同族の島津氏でも人物が違 う。ここに登場する夏川の島津氏の館跡は

野村上の築地屋敷 (杉山頼衛氏所有の畑)であろう。                   ｀

天正十年二月五日上杉景勝が武田勝頼の請によって、松本房繁等を長沼に出陣させた。途中松

本左〕馬助房繁等は牟礼に到着 して次のような書簡を直江兼続に提出している。 (信濃史料第十五

巻 )

御書謹みて拝見なし奉り、御掟に任せ、今日牟礼の地まで罷 り付き、斎藤・千坂相待ち、御差

図次第如在存すまじく候。この旨宜しく御披露仰 ぐところに候。恐々謹言。

牟礼の地まで罷り付 きとあるから、この頃既に交通の要衝になっていたことがわかる。ここで言

う牟礼とは矢筒城下の表町・裏町であるが、現在の牟礼の町の鳥居川のほとりであるかは不明で
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ある。しかし矢筒城を中心として四方に通ずる古道を今なお確認することができる。何れにして

もこの時点においては黒川の殿屋敷は、交通の中心からはずれてしまっていると言わぎるを得な

ぃ。かくて慶長三年 (1598)上 杉氏の会津移封にともない矢筒城も廃城となり、表町・裏町など

の城下町もすっかりさびれ、遂次水便の良い鳥居川べりの牟礼の証念寺・徳満寺の辺が政治の中

心となり、江戸時代を迎えるようになったと推考するものである。

3 黒りllの 開発

上杉 。武田の戦乱で矢筒城も攻略されすっかり荒廃 した当地方は、天正十年 (1582)二 月武田

氏の滅亡とともに織田信長の治下になったが、信長の急死により上杉氏の治下となり、この頃か

ら平和がよみがえった。慶長三年 (1598)上杉氏会津移封後、慶長十一年 (1606)明 専寺門徒が

中宿村に移り (明専寺遺跡)、 同十八年には普光寺村 (現三水村)に 移った。 そして寛永八年

(1631)に 柏原東浦 (信濃町)に移っている。現在近藤祐氏 (西黒川)に はこの時の明専寺門徒

五十人の氏名を記した古文書が所蔵されている。その中で現存する檀徒は鈴木・寺島 0近藤 。中

根・原田・黒柳 。清水 。松本・山下 。高橋などである。また近藤祐氏の祖先代々記録には、「天

正之頃明専寺 卜共に本国 (三河)ヲ 脱シ当国二着所々二移り、終二水内郡黒川村二住ス・…・・」

とある。現在同家は字殿屋敷の一角にあり、屋敷のまわりに水路をめぐらし立地条件の良い場所

である。西円寺 (西黒川の字市楽)文書には「天正元年、三河国矢萩御坊御引地、信州水内郡黒

川、矢萩山西円寺」とあり、中郷村史には「西円寺は真宗西本願寺末で、住古戸隠山天台宗行勝
.

院末にて、元亀天正の頃無住となり、天正の末三河の国岡崎故あって該寺を再建 し、西円寺と号

した」とある。西円等の西隣に天正の初期に定住 したと伝えられる開拓地主近藤昇氏家がある。

同家の仏壇には第十三代良如上人 (西本願寺)裏書の本尊掛軸がある。同じ十二代ではあるが、

梨本富士雄氏の仏壇には「方便法身尊形本願寺釈宣如 花押 願生寺門徒」と書かれた東本願寺

宣如上人の御裏書の本尊掛軸がある。願生寺は磯部六か寺の一つで上平出から越後の新井に寛永

中移転 しているが、その頃梨本家 1事 その問徒であったのである。同家は最初殿屋敷と長谷寺の間

に屋敷があり、全く中心的な場所であった。また東黒川市ノロの開拓地主神谷雅人氏家にも願生

寺門徒の本尊掛軸があった。とに角これらの有力な門徒によって黒川の大地が一段と開発された

ことは間違いない。

慶長七年 (1602)の 信州川中島四郡の森検地によると、今の牟礼村の中でも黒川の石高は随一

の石高を有している。

一、八百三拾九石四升   黒川村

一、三百拾四石一斗九升八合 小玉村

一、弐百石九斗一升七合  野村上村

一、百四拾三石三斗    平出村

一、五百八拾九石三斗五合   室飯村 (牟礼 )

一、百四拾三石五斗七升七合  新井村

一、六拾八石式斗八升     高坂村
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東ノ腰 (西黒川)仲俣雪江氏家は川中島の戦い後当地に移住 し、山田堰 (水 源は滝沢川)を 開削

して水田開発をしたと伝えられている。山田とは出身地における名字であり、仲俣姓は出身地の

仲俣 (長野市柳原)に よってつけたものであるとのこと。黒川はもともと飯綱山麓から流出する

八蛇川・樽川 。滝沢川の小河川を水源とし、用水開削には比較的たやすく水田開発の適地であっ

たのである。

寛文九年 (1669)西 条村・上駒沢村・下駒沢村など駒沢川水系 (長野市)の名主から黒川村・

野村上村・荒井村・室飯村 。中宿村 。高坂村にあてて「取替申手形の事」の水論文書 (東黒川区

有)が出された。これは飯綱山の滝之沢の水を西条村・駒沢村の里方の人たちが、こっそり分水

嶺を越えて引水して駒沢川に流入させようと、堰筋を掘ったと言う事件である。結局は山方の黒

川村等の勝訴となったものである。これらの文書からしても寛文の頃には前記のように飯綱山を

水源に持つ八蛇川等の水利権は牟礼盆地側にあり、黒川等の水田開発は一応この頃出来上がって

いたとみてよかろう。

4 延喜の官道と黒り||

東山道と北陸道とを結ぶ支路としての延喜の官道が、東山道の錦織駅家 (東筑摩郡四賀村)で

分岐し、麻績駅家 (東筑摩郡麻績村)を 経て善光寺平に下り亘理駅家 (長野市安茂里附近)か ら

多古駅家 (長野市三才駅附近)そ して信越国境にある野尻湖附近の沼辺駅家を過ぎて越後の国府

に達 していたとされていることは周知のことであるが、筆者はこの延喜の官道が平出から黒川を

通り小玉に通 じていたと推考するものである。       ・

まず小玉山の北方、信濃町との境に「見坂平」の耕地 (水田)がある。宝暦三年 (1753)の 小

玉村新田検地帳には、見坂 。見坂平・見坂堰上などの耕地名が記載されている。現在は見坂平の

耕地名しか残っていないが、この地は明らかに見坂の地で小玉の人は「まわりが良く見える坂」

などと言っているが、筆者は古代交通の「みさか (神坂)」 であると推考するものである。地形

的には北国街道の小玉坂を上り赤坂で東方に分岐して北国街道より低い地帯を北進 し、戸草に抜

ける戸草道の頂上にある。見坂平は小玉坂のような斜面でなく峠の頂、上で、即ちこの見坂は峠の

項上をさす古語である。つまり見坂の峠なのである。この見坂の峠越えが北国街道以前の延喜の

官道筋であると言わぎるを得ないのである。

この見坂の峠の坂本の村が小玉なのである。ところがその小玉が前記のように「黒川の大宮神

社前から移って来た」との伝承がある。したがって初期の坂本の地は大宮神社前の辺であり大宮

神社は坂本神社と言うことになる。嘉暦四年 (1329)諏 訪上社五月会御射山頭役の結番帳には、

「小玉郷地頭」の文言が見え地頭が存在した。これは交通上重要な坂本の村であるがために置か

れたものであろう。明治八年の大宮神社由緒調書には「慶長年間森右近入封ノ際、従前神領ヲ被

止猶亦後大久保石見守巡回ノ節内記糸Lノ 上更二神領十石ヲ被寄候。右十石之内黒川村五石、牟礼
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村三石、小玉村一石、野村上村一石神封之候而既二先般地券上帳ニモ現然二御座候而土地開創由

縁ノ神社二御座候」とあり全く坂本の神社にふさわしく牟礼盆地の総社である。ところが後世見

坂の峠への道が東方の牟礼から通 じるようになったので、小玉村も自動的に現在地に移転 したと

解すべきである。このことを語る文書として文化二年 (1805)黒 川村牟礼宿出作百姓惣代善左衛

門と名主藤作が、中之条代官に提出した伝馬論争文書がある。その一節に「平出村より当村江掛

り小玉村に引通 し当時往来仕候古往還在之、当往還と違山坂無之平地続順路宜敷牟礼宿相廻 り候

より毛、道法茂余程近ク且御入用橋川筋右道筋二而ハ小川弐筋ハネ橋茂軽候故、前々より自普請

二仕立来り出水之患無御座、然時者橋普請御入用茂相掛不申、乍恐夫丈御益筋二茂相成井道筋行

程相詰り候段、乍 vヽ ささか茂御通行之御方様人
`馬 賃銭茂相減シ御為二茂相成候儀と奉存……」と

ある。つまり「牟礼宿をまわるより平出から直に黒川を通り小玉に抜けた方が近 く楽で、古往還

があった」と言うのである。このルー トは平出より今のゴルフ場を横断 (ゴルフ場造成で古道は

消滅)し 東黒川の袖 。日向・天神山・町田・殿屋敷・市楽・桜林 。小玉坂から見坂の峠に達する

。ものである。ゴルフ場内には古道の遺物として唯一つ自然石の方向板の如きものが残されている

延喜の官道の方向を示すが如く丁度北方の黒姫山の方向に向けて建てられた大石がある。おそら

く古代人によって築造されたものであろう。またこのルー トにあたる袖の庚申山がある。延享元

年 (1744)の 古文書 (近藤祐氏所蔵)に よると「庚申山は東西黒川の共有のものであったが、個

人に払下げられ、両組で建立された庚申塔の下だけ除外した」とある。今も立派な庚申塔が二基

(高 さ約一メー トル半)あ り、両組で各一基建てたことは解説できるが年代は不明である。ここ

で重要なのはこの庚申塔は東西黒川のものであることで、東西黒川の南からの入口に設けられて

いることである。一方北の出入口には、前記の大宮神社が鎮座 していることである。この二点を

結ぶルー トが大字黒川の中央通りであり古道延喜の官道であると推考するものである。そしてこ

のルー トに黒川の大事な場所である袖の願生寺跡・殿屋敷 0西円寺・大宮神社等が点在するので

ある。

5 まとめ

本橋においては主として前田遺跡を取 りまく古代と中世に光をあてて、黒川の歴史を解明しよ

うとしたものである。しかし僅少な文献史料を手がかりに実地踏査をもとに推考したものである

が、果してどの位その時代にさかのばれたかが疑間である。そのためにや 独ゝ断的な感もなきに

しもあらず、この点は一つの仮説として容赦を願いたい次第である。とに角今回の発掘は黒川の

古代史研究にその端緒を与えたものでその意義は大きい。遺跡の出土状況を直視 して、筆者は延

喜の官道黒川通過そして見坂の峠越えを提唱する意欲に燃えた次第である。今後とも識者のご教

示を乞
｀
うものである。             (牟 礼村文化財調査委員 矢野 恒雄 )

参考文献  信濃史料 中郷村史 長野県町村誌北信篇 改訂明専寺の歴史 上水内郡神社誌
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第 3章 層

I層 茶褐色土層 (水田耕土 )

Ⅱ層 褐色土層

Ⅲ層 黒褐色土層

Ⅳ層 黒色土層

V層  茶白色粘土層

前田遺跡は、鳥居川とその支流の深い浸食によって形成された丘陵の台地に立地 している。

I層 は、水田の耕作土及び赤褐色を呈する床土である。この層は重機を用いて削平を行なった。

Ⅱ層は、水田耕作土直下の固い土層で遺物 を包含する。調査区の東西中央より帯状に小礫が混

入 していた。

Ⅲ層は、軟質で部分的に遺構上部に存在する層で、遺構覆土と類似 していて遺構検出の識別に

困難をきた した。遺物を多量に包含する。

Ⅳ層は、遺構覆土であり、個々の遺構覆土はそれぞれの実測図に層序説明として記 してある。

全体にこの層の直上は、炭化粒子の混入が見られた。

V層 は、かなり上質の粘土層で台地全体に推積 している地山である。

前田遺跡層序模式図

-19-
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第4章 遺構と遺物

i)Hl号 住居址

遺構 (第 5図 )

本住居址は、え-5。 6グ リッド内で検出された。北壁の左側上部に風倒本の先端部が接 して

いる。

平面プランは、北壁 220 cm、 南壁 240 cm、 東壁 280 cm、西壁 290 cmを 測 り、東西壁がやや長い隅

丸方形 を呈 しており、非常に小規模な住居である。主軸方位はN-13L Wを 示す。壁高は、確認

址居住

1層 黒色土 粒子細 か く粘織 あ り、炭化 、粘土粒子混入
0

第 5図 Hl号 住居址実測図 (1:60)

面より12～ 20cmを 測 り、南壁が

ややゆるいほかは、垂直に近い

立ち上 りをみせている。床面は

平坦であった。

住居址内の覆土は単純で、黒

色± 1層 であったが、黄褐色粘

土粒子を多量に含み、部分的に

ブロック状を呈する。ほかに炭

化粒子が含まれる。

カマ ドは、北壁のやや東寄り

に設けられており、両袖の石組

みと上部に架構 した石 1枚が残

存 じ支脚石がしっかりと埋め込

まれていて、良好な遺存状態で

あった。内部からは土師器甕の

破片数点が出土 した。煙道の掘

り込みは認められなかった。

ピットは、 6個検出された。

P:は 北東コーナーに位置 し、径

28～ 22cm、 深 さ10cmの 楕円形を

呈する。R、 Rは径16～ 20cm、
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０
１
１

層序説明

I層 黒掲色土 黒色に焼土粒子少量混入

Ⅱ層 赤掲色土 黒色土に焼土多量に混入

皿層 赤 色 土 焼土

第 6図 Hl号 住居址カマ ド実測図 (1:20)

深さ5～ 10cmの 円形を呈 し、ともに南壁に接 している。P6は 東壁のやや北寄り住居の外にはり出

した状態となって掘り込まれている。径45cmの 方形を呈 し、確認面からの深さ20cmで床面とほぼ

同 じレベルを示すが、さらに約
"cm掘

り込んで 2つ のビットが並ぶ。この 1つ はオーバーハング

して床面へ立ち上る。Rは これと対応するように、西壁北寄りに壁外から床面へ斜めに掘り込ま

れている。これらの 6個は整った配列を示さず、浅いものもあるが主柱穴および支柱穴であろう

とおもわれる。Bはカマドψら`40cmの 距離で、北西コーナーに位置する6径 60cmの 円形で、深さ32

cmを 測る大形ピットである。内部は炭化粒子を含む黒色土と灰褐色粘土が混じって充満し、灰溜

めの施設であろうとおもわれる。また、Bと カマ ドの間は浅い落込みとなっているが、なんらか

の用途を果したものとおもわれる。
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第 7図 Hl号 住居址出土遺物実測図 (1:3)

第2表 Hl号 住居址出土土器一覧表

挿図
番号

器 種 部位 法量 器 形 の 特 徴 調 整 (外面) 調 整 (内面) 備 考

7-1
鰤
小形
甕

ロ

ー

胴

０

・

一
　

一

胴部は球形で上半が張る。
頸部はくの字に外反。最大径 |」

口辺。

ロクロ回転利用による
ヨコナデ

ロクロ回転利用による
ヨコナデ

色調黒褐色
カマ ド右脇

7-2

須恵

蓋
・
２

み

・
５

‐５

摘

３

偏平ぎみの擬宝珠様摘み。
中心からずれて取り付けてあ
る。端部は肥厚 じ直立する。
天丼部は低く平坦。

ロクロ痕 ロクロ痕 色調茶褐色
南東コーナー覆土

7-3
鰤
高
台
郊

口辺部は内弯して立ち上る。
高台は外開きし、安定した底
部を呈する。

ロクロ痕 内面黒色
ヘラミガキ

色調褐色
南壁ぎわ床上

遺物 (第 7図 )

本住居址の出土遺物のうち、図示 しえたものは土師器小形甕・高台付堺、須恵器蓋の3点のみ

である。その他は小破片であるが、器種の判明するものは土師器では甕、内面黒色のネ、須恵器

は甕、不がある。遺物の量は少なかったが、住居址南半部分に集中する傾向がみられた。

1の小形甕は、本遺跡出土の甕形土器の中では最小であリミニォュアともいえる。 2の須恵器

蓋は、茶褐色の色調を呈 し、生焼けでまったく土師質である。偏平擬宝珠様摘みはかなり中心か

らずれて取りつけられており、器形も若干楕円形がかり、歪みがみられる。いわば、できそこな

いが本住居址では使用されていたといえる。また、生焼けの蓋の完形品としては唯―の例である。

3の土師器高台付ネも本遺跡では唯一の完形品である。・高台は入念に調整され、器肉が厚く、外

開きしていて頑丈で安定感がある。

本住居址の遺物の量は、少ないながら、AFi例の少ないものを含んでいたといえる。時期は国分

期に比定されよう。                       (綿 田 弘実)
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2)H2号 住居址

遺構 (第 8図 )

H2号住居址は、い・う-7・ 8。 9グ リッド内において検出された。プラン確認の際、カマ

ド左脇壁側から南西側にかけての土層が全面黒色土に覆れていて、当初確認に困難をきたしたが、

精査により黒色土中にあっても明確にラインの判別ができた。

平面プランは、主軸 410 cm× 340 cmを 測り、カマ ドの存在する壁がやや張 り出した方形を呈 し、

主軸方位は、N-70LEを示す。壁高は 5～ 15cmを 測るが、黒色土中の落込面であった部分は極

めて軟弱で、またこの部分は覆土上面に炭化粒子が覆土中には l cm～ 3 cmの炭化材が多量に混入

していて、本住居址廃絶後なんらの影響によるものと思われる。あるいは焼失住居の可能性も考

えられよう。

↑
　
”
Ｊ

P5     cs   ■7

(夕   c

■

層

Ｉ

Ⅱ

■序説明

黒 色 土

茶掲色土

粒子細かく粘般あり、炭化粒子・炭化材混入

粒子細かく粘縫に富む、粘土粒子混入

第8図  H2号 住居址実測図 (1:60)
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a_B

S

住居址内の覆土は、 2

層から成るが極めて浅 く

第 I層 は黒色土層で炭化

粒子、炭化材を含んでいる。

第Ⅱ層は茶褐色を呈し、地

山である粘土粒子を多量に

混入 していた。床面は比

較的平坦ではあったが、

民からコーナーにかけて

直径約 lmに 礫が粘土層

に風化 して床面に密着 し

凸凹の様相を呈 していた。

カマ ドは、壁のほぼ中

央に位置 し、上面には甕

の破片が残存 していた。

また、右側の袖石は厚さ

14cmで三角形の平石 (安

山岩)を 使用してお.り 、

しっかりと土中に埋め込

んであった。なお支脚の

存在を想定させる痕跡が

認められる。焼土の堆積

状況によりかなり長時間

層

目

層

Ｉ

Ⅱ

皿

層序説明

黒掲色土 粒子細かく粘椎あり焼土混入
赤 色 土 焼土

費掲色土 焼土、粘土粒子混入

im

にわたって利用していた
第9図 H2号住居址ヵマド実測図 (1:20)      

ものと考えられる。

ピットは、R～ P4の 4

個が左右対になって配置しており、R、 Rは張 り出 し気味である。深さはそれぞれ36～ 45cmを 測

る。規模、位置等からして主柱穴であろう。設計された感を与える。

P5はヽカマ ド左脇コーナーに位置 し径60cm、 深さ38cmを 測り規模も大きく、覆土に炭化粒子を

多量に混入、またカマ ド脇に位置 していたこと等から灰溜めの施設であろうと思われる。島は径

60cm、 深さ25cmの 円形を呈する。付近に土器片の散布がみられた。貯蔵穴の可能性もある。さら

に島は Bの上部北東コーナーの壁上に位置 し、径25cm、 深さ10cmを 測る。補助柱穴と思われる。
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遺物 (第 10図 )

本住居址から出土した遺物は、甕・蓋・メの 3器種であり、特に覆土中から蓋の破片が多く出

土 しており、どれも天丼が低い偏平な器形が特徴である。蓋と対比 してセットとなる供膳形態の

郎が少ない。土師器は胴～底部を欠失する甕のみであって、その他蓋、メは全て須恵器である。

この点からも近接する窯址との関連が充分に考えられる。

なお、本住居址は、出土土器群から国分期に比定されよう。

(島 田 悪子 )

6

7

・ ヽ ・ ヽ

1

11

ヽ
ヽ

―

―

´

14

第10図 H2号住居址出土遺物実測図 (1:3)
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第3表 H2号 住居址出土土器一覧表

挿図
番号

器種 部 位 法量 器 形 の 特 徴 調 整 (外面) 調 整 (内面 ) 備 考

10-1

土師

甕

ロ

ー

胴
上

25,0
口辺部の中間にゃゃふくらみ

をもち、頸部くの字状に外反
する。

ロクロ回転による
ヨヨナデ

ロクロ回転による
ヨコナデ

色調褐色

内、外面にスス付着
焼成良好、西側床直

10-2
24.0

1と ほぼ同形の様相を呈する。 ロクロ回転 によるヨコナ

デ及び月同上部はハケ調整

粗雑である。

ロクロ回転 による

ヨコナデ

砂利ふ くむ

色調茶褐色
スス付着
焼成良好、カマ ド

10-3
22.0

口縁屈曲部外面にはっきりと
した稜がつく。頸部くの字状
に外反する。

ロクロ回転によるヨコナ

デ。石英ふくむ。
摩滅している。

ロクロ回転による
ヨヨナデ

色調茶褐色
スス付着
焼成良好、カマド焼土内

10-4

須恵

蓋 摘 み
み
　
・
０

摘

３

摘みは宝珠形 を呈す る。 v, s{R u, slR 色調茶灰色
覆土下
小石粒ふくむ

1い 5

ロ

ー

天

12.0
端部は肥厚 し直立する。 v, u{R sTvr}j- 色調灰色

覆土下

10 6

14.0
天丼部ややふくらむ
端部は内傾する。

ロクロ痕 v2af}j. 色調青灰色
西側床

1け 7

16.0
口縁から天丼部にかけて偏平
である。
端部は肥厚 し直立する。

ロクロ痕
砂粒ふくみ、粗雑である

ロクロ痕 色調白灰色
覆土下

10トー11

須恵

ナ不

口辺部は底部よりやや内弯気

味 に開いて立 ち上 る。

平底 を呈する。

ロクロ痕

底部糸切 り。

砂粒ふ くみ、粗雑である

ロクロ痕 色調茶灰色
覆上下

10-12

口辺部は底部よりやや内弯気
味に開いて立ち上る。
上底を呈する。

ロクロ痕

砂粒ふ くむ

摩滅著しし 色調茶褐色
カマ ド

lC「l〔

13.0

4.0

7.5

口辺部は底部よりやや内弯気
味に開いて立ち上る。
平底を呈する。

ロクロ痕

指頭痕 あり。

底部糸切 り。

ロクロ秀1

粗雑である。
色調灰色

覆土下

3)H3号 住居址

遺構 (第11図 )

H3号住居址は調査区の最南端、 し。す-15・ 16グ リッド内において確認された。平面プラン

は、主軸 340 cm× 360 cmを 測る。調査区の南端であったため南端に添って流れる小川への排水の

ため田圃から配管工事を行なったことと小川の土堤により、南西面中間部まで破壊されていたが、

ほぼ隅丸方形を呈するものと推測される。カマ ドを中心とする主軸方位はN-58=Eを 示す。壁

高は確認面より10cmを 測 り垂直に立ち上る。

覆土は、Ⅱ層であるが非常に浅い。 I層・Ⅱ層ともに炭化粒子が多量に混入 しており、特にⅡ
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層序説明

I層 黒掲色土 粒子細かい。炭化、粘土粒子多量に混入

Ⅱ層 茶褐色土 ll子細かく粘性あり、焼土、粘土ll子多量に混入

層の中央から東側にかけての

土層は、焼土粒子の混入が多

量にあった。住居址廃絶後に

生 じたものであろう。

確認されたピットは6個で

あるが、規模もまばらで主柱

穴とおもわれるのはRだ けで

ある。そのほとんどが住居址

に付随する施設であろう。H

l号 02号住居址と同一の様

相を呈するピットが本住居址

にもカマ ド脇に存在する。鳥

はカマ ド右脇コーナーにかか

り、径90Cmの 円形を呈 し、深

さ27cmを 測る。覆土は炭化粒

子を混入 していたが底面が粘

土層であるため、灰の遺存は

認められなかったが灰溜めの

施設であろうとおもわれる。

P3・ ηはカマ ド左脇に2つ

連なった状態で検出された。

Rは 50× 60cm、 深さ30cm、 Rは

60× 70、 深さ16cmを 計測する。

両ピットからは甕破片が出土

ヽ Э
――e

第11図  H3号 住居址実測図 (1:60)

した。貝宇蔵穴あるいは別の機能を果したピットであろう。さらにP6はヽ 100× 60cm、 深さ15cmの

規模で、底面中央よりやや後方に20× 10cmの 河原石が配置されている。

また、Rは コーナーの壁上に位置 しており、その規模から補助柱穴であろう。

カマ ドは、 壁中央部を山形に掘り込んで構築されており、 袖石が比較的良好な状態で残存 じ

ていた。安山岩質の河原石が使用されている。焼土上面およびカマ ド内全面から出土 した甕破片

1率 長胴を呈する甕 1個体に復原可能となった。焼土の遺存は厚く、使用の頻繁を示 しているとい

えよう。
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ヾ

③

―
１

０

層序説明

I層 黒 色 土 軟質で粘性に富む

Ⅱ層 掲 色 土 褐色土に焼土混入

Ⅲ層 赤 色 土 焼土

Ⅳ層 赤掲色土 黒掲色土に焼土多量に混入

・            第12図 H3号住居址カマ ド実測図 (1:20)

遺物 (第 13図 )

本住居址の出土遺物は比較的少なく、図示 し得たものは 5個体にとどまったが、この他の小破

片も極:め てわずかな出土であった。第13図 No。 1の 長胴の甕は、本住居址検出の契機となったもの

で、カマ ド右脇のP2ピ ツト上面に直立 していた。中に土が埋っており、その重みで千年以上もの

年月を風雪 に耐えて直立 していたものと思われる。No。 2も 全く同形の甕で、前述 したようにカマ

ド内出土の破片が 1個体に復原されたものである。 どちらも土師質であるが、焼成が固くひきじ

まっており、県下各遺跡で出土 した土師器とは焼成が特異である。この 2個体に限らず本遺跡出
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第13図 H3号住居址出土遺物実測図 (1:4た だし4、 5は 1:3)

土の土師器はそのほとんどがこのような特質を示す。その焼成過程に興味が持たれるが、近接す

る窯址 との関連が充分考えられる。 また、土師器は煮沸形態の甕が多い。

No。 3は、 1・ 2よ リーまわり大 きい長胴の甕であるが、胴中央より底部が欠失する。N“ 4・ 5

は唯一の供膳形態の琢 。高台付琢であり両者とも須恵器である。 4は器肉が厚 く、底部が長径で

あるため安定 している。

また、本住居址からは熱を受け形態不明の鉄滓が出土 している。包含層から携帯用の ミニ砥石
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第4表 H3号住居址出土土器一覧表

図

号

挿

番 器種 部位 法量 器 形 の 特 徴 調 整 (外面) 調 整 (内面 ) 備 考

131-1

土師

甕

２２

”

５

し
外
部
あ
る

り
に
下
に
あ

‐よつき
一
脚
囀
け

る
。

に
部
曲
は

ｍ
す

面
頸
な
径
１
呈

外

ｏか
大
は
を

部
つ
ら
最
と
底

曲
も
だ

ｏ径
平

屈
を
な
く
日
の

縁
稜
し
続
が
径

口
た
反
へ
る
短

ロクロ回転によるヨコナ
デ胴中央～下部にかけて
ヘラケズリ

ロクロ回転 によるヨヨナ

デ8同 下部 より底面にかけ

てハ ケ調整

色調茶褐色
全体にスス付着

焼成良好
P2覆土上

13-2

土師

甕

21.7

32.0

5.0

Iと 器形はまったく同一であ

る。

ロクロ回転によるヨヨナ
タ胴～下部にかけてヘラ
ケズリ

ロクロ回転によるヨコナ
デ

色調茶褐色
スス付着部分的にあり

焼成良好
カマ ド

・

13-3

土師

甕

ロ
ー
胴

７
．

一
　

一

口辺部中央にややむくらみを
もち、頸部くの字状に外反す
る。

ロクロ回転によるヨコナ
デ胴中央よリヘラケズリ

ロクロ回転によるヨコナ
デ胴中央よリハケ調整

色調褐色
一部に赤斑あり

南東コーナー覆土下

13--4

須恵

邦

口辺部は底部より直線的に開
いて立ち上る。
器肉厚く、安定した平底を呈
する。

ロクロ痕
底部は糸切り

ロクロ痕
砂粒ふくむ

色調灰色
覆土上

13-5

恵
台
杯

須
高
付 底

9.0

短い高台を有す。 ロクロ痕 ロクロ痕

砂粒 多い
色調茶褐色
内面のみ茶灰色
西側覆土下

が出土 していることからしても、鉄器の普及があったものと考えられる。

以上、本遺構は出土遺物から国分期に比定されよう。

(島 田 悪子 )

4)H4号 住居址

遺構 (第 14図 )

本住居址は、H3号住居址に隣接 した、さ・ し。す-14・ 15グ リッドより検出された。住居址

の北西面中央まで土堤が築かれていて地形的に段差があり、プラン確認の際すでに南東の床面が

露出していた。

平面プランは、 380 cm× 330 cmを 瀬Iる 方形を呈する。また、西側に30× 70cmの 出張りが存在す

る。壁高は7～ 18cmを 計測 し、なだらかに立ち上る。床面はほぼ平坦であったが、確認の際すで

に床面が露出していた南東面は、粘土の黄褐色が鮮やかであり、開田工事にともない多少の削平

があった可能性がある。

ピットは、コーナーとコーナーから壁外に3長 り出 した2個 が確認された。Plは 40× 30cm深 さ14

Cm、 P2は 50× 50cm、 深さ26cmを 計測する。壁外ピットが想定されるので精査を行なったがその存

在は認められなかった。

更に、南側中央に径60cm、 深さ8 cmを 測る掘 り込みが存在し、その左右床面には比較的広範囲

にわたって焼土が散布 していた。カマ ドが破壊された残存ではないかと思われる。本住居址のカ

マ ドは南側に構築された模様であることが推定される。本遺跡で確認された住居址の中で本住居
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層序説明  .
黒褐色土 粒子細かく粘性あり。粘土粒子含む。
茶掲色土 粒子細かく粘性に富む。

第14図 H4号住居址実測図 (1:60)

址のカマ ドのみ逆方向に位置 している。隣接するH3号 住居址 とカマ ドが向い合 うことになり、H

2号址 と同様カマ ドの存在する側が多少張 り出 し気味である。

遺物 (第 15図 )

本住居址からの出土遺物は、住居内中央 とカマ ド付近に集中 して出土 した。特に住居址中央に

は 1の 壺破片が広範囲にわたって散乱 していた。図示 しえたものは、貯蔵、煮沸、供膳形態 に大

別され、器形 ともにバラエテ イに富んでいる。

1の須恵器壺は、胴下部に製造上の ミスとおもわれる大 きな凹みが目立つ。欠陥品がここでも

使用されていたことがうかがえる。

層

層

Ｉ

Ⅱ

ヽ

゛

-32-



一

―

‥

―

‐

一　

＝

‐‐

一

，

＝

Ｔ
Ｐ
＝
Л
‐―‐＝
＝
』
―

一
　

――

―

第15図  H4号住居址出土土器実測図1(1:4)

2の短頸壷は、胴中央～底部を欠損する。肩部から胴上部にかけては使用による斑点状のまだ

ら痕が顕著である。器肉がうすく肩部が大きく張る。

3は、H3号住居址出土の完形品であるところの、口縁屈曲部外面にはっきりした稜をもつ長

胴甕と器形、特徴が同一である。

4は、口辺から胴上部を欠失するが、底部にホウ科の朴の本の葉痕が鮮明に残されている。

また、外面、内面ともに煤の付着が著 しい。住居址出土の甕の中では唯一であるところのクシ
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第16図 H4号住居址出土遺物実測図2(1:3)

歯状工具による調整が施 されている。 5は小形甕で最大径を有する胴部と口辺 との径の差が l Cm

である。

杯形土器は 3個体が高台付であるがその うちの 2個体、11、 12が高台部のみの遺存である。 8

は、内面黒色でヘラミガキされていて光沢もあるが、外面は墨をしみこませただけで粗雑である。

焼成が固 く須恵質的様湘 を呈 し、一般的にみられる内面黒色土器とは異質なものを感 じる。 9は、

調整がなめらかできれいである。口縁の一部分に煤 (油状 )が付着 しており、灯明皿の受け台に使

用された可能性 も考えられる。10も 9と 同一に調整がなめらかでその上、器肉がうす く口縁の線

の美 しさは別格である。

本住居址 も須恵器が大半を占める。時期は国分期に比定されよう。

(島 田 悪子 )
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第5表 H4号 住居址出土土器一覧表

図

号

挿

番 器種 部 位 法量 器 形 の 特 徴 調 整 (外面) 調 整 (内面) 備 考

1〔トー1

須恵 大

張
き
と

最

の
大

ス

肩ヽ

に
ミ

し

部ヽ

の

反
り
下
上

外

あ
胴
作

く

に

ｏ製

き
置
す
り

，は
雌
盤
ぁ

る
。

部
高
態

み
れ

頸
が
形
凹
わ

口
径
る
な
思

ロクロ痕
格子状叩き文が全体に施
されている。

ロクロ痕

彙翼藻
灰色

19-2
独
短頸
壺

11.0 頸部短く肩が張る。最大径は

胴中央にある。
器肉うすい。

ロクロ痕
平行叩き目が全体に施
されている。

ロクロ痕 色調灰黒色

中央床

lテー3

土師

甕

ロ
ー
胴
上

26.0
口縁屈曲外面にはっきりした

稜をもつ。頸部くの字に外反

する。

口辺ロクロ回転によるヨ
コナデ
ハケ調整後ヘラケズリ砂

粒浮き出て粗雑

ロクロ回転によるヨヨナ
デ

色調茶褐色
中央覆土下

15-4

土師

甕

胴
中

　
―
底

9.0

底部より胴にかけてなだらか
に弯曲する。      .

摩滅しているが、ハケ調

整が施されている。
底部に本葉痕

ロクロEl転によるヨコナ

デ
ハケ調整

色調茶褐色
スス付着、内、外面にあ

り。覆土下

1針 5

土師

甕

口辺から頸部にかけてくの字
に外反する。
最大径は胴中央にあるが、口

径と0.5mmの 差である。

ロクロ回転によるヨヨナ
デ

砂粒ふ くむ

ロクロ回転によるヨコナ
デ

砂粒ふくむ

色調褐色土

覆土下

16-6

土師

甕 底

5.0

短径を有する底部である。 底部ヘ ラケズ リ痕 あ り 色調茶褐色

覆土下

16--7

須恵

ナ不

口縁部は底部から直線的に開
く。
器高浅い。やや上底気味であ

る。

ロクロ痕
底書じは糸切り

ロクロ痕 色調灰茶色
口辺部のみ茶色
覆土下

10-8

土師

郎

口縁部は弯曲して立ち上る。
やや上底気味である。

ロクロ痕

外面全体に墨 を しみこま

せた様相である。

内面黒色
ヘラミガキ

色調黒褐色
南床直上

1針 9

須恵

邦

口縁部は底部から直線的に開

く。   |
安定した底部を呈する。

ロクロ痕

なめ らかで調整良好

底部ヘ ラケズ リ

s, o{!i 色調灰褐色
焼成良好
南側焼土内

16■11(

徳
高
台坂

器肉うすく、短い高台を有し
器高も浅い。

ロクロ痕
焼成、調整とも良好であ
るが、砂粒が浮き出てい

るのが目立つ。

ロクロji・
i 色調

焼成良好
南東側焼土内

161-11

鸞
豪 底

7.5

短い高台を有す。 ロクロ痕

砂粒ふ くむ

底部ヘ ラケズ リ

ロクロ痕 色調茶褐色
覆土下

161112

鸞
裳 底

7.5

短い高台を有す。 ロクロ痕

底部ヘ ラケズ リ

v, vfR 色調青灰色
北西床直上
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2 土 鉱

)Di号土拡

本遺構は、浄 1犬遺構の上部を切り、D

層 序 説 明

I層 黒 色 土 粒子細く粘性あり、小石粒混入

H層 黒掲色土 粘質性に富み、粘土粒子多量に混入

第17図  Dl号 土拡実測図 (1:40)

2号土拡 と隣接 した、い 。う-12グ リッドより検出され

た。

平面プランは、長径 138 cm、 短径 114 cmを測

り、不整形の形状を呈す。主軸方位はN-76=

Wを 示す。確認面からの深さは20cmと 浅く、覆

=は
、上部が小粒子を含む黒色土で、下部が粘

土粒子を多量に含む黒褐色土の二層により形成

されていた。

溝状遺構と本遺構の関係であるが、溝の上部

を切って本土拡が構築されている。これは、溝

状遺構が土拡の形成された時よりも古く、ある

程度土が堆積 し溝が埋まりかけた・頃、本土拡が

構築されたものと思われる。床面が敲き床であ

り、茶褐色土層で形成されていた。他より別の

土を運び床面を作ったのではないかと推源1さ れ

る。

遺物の出土は皆無であり、本土拡の性格、用

途を決定する所見は得 られなかった。

(近藤 尚義 )

2)D2号 土鉱

本遺構は、溝状遺構、Dl号土拡に隣接 した、 う-11グ リッドより検出された。

平面プランは、長径 172 cm、 短径 116 cmを 測 り、ほぼ楕円形を呈す。主軸方位はN-65L Wを

示す。壁は、比較的急な傾斜をもって立ち上がり、底面は凹凸の激 しい複雑な様相を呈する。覆

土は、上部が炭化粒子を混入する黒褐色土で、下部は、粘土粒子を含む茶褐色土の二層より形成

されていた。

遺物の出土は皆無であり、本遺構の性格、用途等を決定する所見は得 られなかった8
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3)D3号 土鉱

D3号土拡は、溝址及びDl号、D2号土拡に隣

接 した、え-11グ リッド内より検出された。

ひょうたん形を呈 し、掘 り込み面が2ケ 所に区分

される。上部の掘り込みは、40× 48cm、 深さ10cm、

下部は60× 50cm、 深さ16cmを 測る。主軸方位は、N

-10L Eを 示す。

覆土は1層 で形成され、粘土粒子混入の黒褐色土

であった。

出土遺物は、図示 した燈明皿・羽釜片の他に不口

辺部小片、不胴部小片が出土 した。 1の燈明皿は■

の破片である。口径 8 cm、 器高 2.5 cm、 底部約 3 cm

を計浪1し 、器肉がうすく、口縁にゆがみがあると共

に底部糸切痕が胴下部の一部に入りこんでおり欠陥

品ともおもえる。また、燈明皿に認められる油煤が

みられないことから供献に利用 したものと推定され

る。 2の羽釜片は相当利用されたと思われる煤が外

層 序 説 明

I層 黒掲色土 粒子細く粘性あり、炭化粒子混入

H層 茶褐色土     ″    粘土粒子混入

第18図  D2号 土拡実測図 (1:40)

層 序 説 明

I層  黒褐色土 粒子細い。粘土粒子含む

第19図  D3号 土拡実測図 (1 :40)

面を覆い、胎土もl cm～ 3 cmま での小石が多量に混入 していて粗雑な調整が目立つ。

本土拡は、規模からして祭祀的要素がうかがえるものの、その性格、用途は不明である。

時期は、国分期 (平 安時代後期)に 比定されよう。

(佐藤 敏 )

く三

lm

2

10 Cm

第20図  D3号 土拡出土遺物実測図 (1:3)

4)D4号 土鉱

D4号 土拡は、調査区の東南端、H3号 住居址、H

4号住居址、D5号 ～D8号 の 4基の土拡群 に隣接 し

た、せ -13・ 14、 そ-14グ リッ ド内において検出 され

た。

平面 プランは、長軸 330 cm、 短軸 128 cmを 測 る整 っ

-37-
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た長楕円形を呈し、確認面からの深さは31cmを測る。西壁の一部が垂直になる外、立ち上りはゆ

るやかである。底面は平坦であるが、南半分は地山が砂利質のため若干凹凸がある。長軸上のや

や北寄りに径20cm、 深さ5 cmの 小穴と、それに接する小潮 犬の掘り込みがある。北壁際には小児

頭大の安山岩 1個が存在する。主軸方位は、N-30=Wを示す。

覆土は、上下2層 からなり、上層のI層 は軟質の黒色土で多量の炭化粒子を含み、遺物はこの

層の下部から多く出土した。下層のⅡ層は、I層 と茶褐色粘土との混入土層で、炭化粒子は微量

であった。部分的に地山の粘土

層がプロック状に含まれており、

堅固な堆積であった。セクショ

ン部位を境界として覆土の様相

は異なり、地山の相違のほか南

半分の方が炭化粒子、遺物とも

多く含まれる傾向を示 した。

出土遺物のうち図示できたも

のは、ロクロ成形、糸切り痕底

部をもつ土師器ネ 1点であった。

中央付近の I層下部の出土であ

る。その他、器種の推定できる

破片は、土師器甕 (も っとも多

量)、 須恵器メ、甕等である。

本土拡はその規模、形状から

してかなり立派な土拡墓と推定

される。また、北壁際に小児頭

大の石が 1個存在した事も何等

かの意味を持つものと思われる。

時期は出土土器から国分期に比

定されよう。 (綿田 弘実)

層 序 説 明

軟質で粘性あり、炭化粒子を多量に混入

粒子細く粘性あり、粘土粒子、小礫混入

D4号土拡実測図 (1:40)

I層 黒 色 土

H層 茶掲色土

第21図
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第22図  D4号 土拡出土遺物実測図 (1:3)



第23図 D5号土拡実測図 (1:40)

6)D6号 土鉱

D6号土拡は、調査区の東南端そ 。た

-13グ リッド内にて検出された。

平面プランは、径 100 Cm、 深さ27cmを

計測 し、ほぼ円形を呈する。壁は垂直に

立ち上る。主軸方位はN-37LEを示す。

覆土は、 2層 から成り、 I層 が黒色土

に焼土・炭化粒子を多量に混入 しており、

Ⅱ層は炭化 。粘土粒子の混入がみられた。

おそらく人為的堆積であろうと思われる。

遺物の出土は皆無であったが、隣接の

D7号土拡と形態、様相等が類似 してい

ることから、同一時に構築されたものと

推定される。

5)D5号 土坑

D5号土拡は、D4号土拡のわずか20cm南 に位置

する。長軸 197 cm、 短軸 138 cmを 計測し、南西がふ

くらむ不整形を呈す。深さは4～ 8 cmで、皿状の浅

い掘り込みであった。底面の状態は、地山が砂利質

のために凹凸が激 しく、深さ数Cmの不整形の溝状の

部分と、 2、 3の小穴、西側のふくらんだ部分には

径25cmの浅い円形ピットが存在する。

本土拡のプラン確認は明瞭に検出されたが、確認

面がすでに底面付近に達 していたものと思われる。

遺物の出土は皆無であった。よって、本土拡の時期、

性格等は不明である。

(綿 田 弘実 )

層 序 説  明

層

層

黒 色 土

黒褐色土

0

粒子細いし焼土、炭化粒子 を多量 に混入

″  炭化・ 粘土粒子混入。

2m

第24図  D6号 土拡実測図 (1:40)

―
―
１
０

(島 田 息子 )
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層

層

層

Ｉ
　
Ｈ
　
Ⅲ

層

黒 色 土

黒褐色土

茶掲色土

0

粒子細い。焼土粒子、炭化粒子を多量に混入

″ 粘土プロック、炭化粒子を混入

粒子細く粘性に富む多量の粘土粒子を混入

7)D7号 土鉱

本土拡は、D6号土拡の西隣り、そ。

た-13・ 14グ リッド内にて確認された。

平面プランは、楕円形を呈 し、長径166

・cm、 短径 130 cmを 測る。主軸方位はN一

39L Eを 示 し、確認面からの深さは25～

29cmを測 り、壁は垂直に立ち上る。

覆土は 3層 によって形成される。 I層

は、D6号土城と全く同類であり、Ⅱ層

は、炭化粒子と全体に粘土ブロックが混

入されていた。Ⅲ層は、多量の粘土粒子

を混入する。

遺物は、土師器 小破片が 7点 出土した。

小形甕口縁、胴部、他には本遺跡の住

居址か ら出土 している長胴甕で、口縁外

面の屈曲部にはっきりした稜をもつ口辺

部小片胴部小片等である。どの破片も磨

滅が著 しく、本遺跡の土器は焼成が固い

ことが特徴であることからして、再利用

第25図 D7号 土拡実測図 (1:40)

されたものと考えられる。        '

D6号 、D7号土拡ともに土拡墓であった可能性が強い。時期は、住居址 と同時期の国分期に

比定されよう。

(島 田 悪子 )

8)D8号 土拡

本遺構は、そ 。た-12グリッド境界上で検出された。D7号土鉱の北 HOcmに 位置する。平面

プランは、長軸65cm、 短軸52cmの楕円:形 を呈 し、小形である。底面は確認面から約15cmを 測るが、

さらに15cm掘 り込んだピットが存在する。立ち上 りは垂直に近い。

遺物の出土は意外に多いが、小破片のみで図示でき得なかった。器種は、土師器甕、椰である。

尚、開口部から、太い隆帯に爪形文が施 された縄文中期土器 1片 が発見 されたが、混入であろう。

本遺構の時期は、国分期に比定されよう。

また、本土鉱は他の土砿と趣 きが異なり、小規模で柱根状の掘 り込みを有する上に、遺物が多

く、単一な土拡的な性格がうかがえない。南西60cmの位置にカマ ド跡が単独で検出されているが、

―
―
‐
０
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第26図  D8号 土拡実淑1図 (1:20)

支脚石、火床の位置関係から一般的な住居址を想定すると、本遺構はカマ ド脇、または北東コー

ナー付近に位置づけられる。また、火床の確認面も同レベルであり、伴出土器にも差異は認めら

れず、あるいはこの破壊された住居址に付随する施設であることも考えられよう。

(綿 田 弘実)

9)D9号 土鉱

本土拡は、た 。ち-5グリッド内にて検出された。平面プランは、長径 2m、 短径 lm、 深さ

28～ 50cmを 計測する。壁は急傾斜で立ち上り、主軸方位は、N-35L Eを 示す。

覆土はⅡ層から成り、上部覆土は焼土粒子を混入 しており、下部は小石、粘土粒子を多量に混

入する褐色土である。また、底面先端部付近に2ケ 所の凹みが生 じる。

遺物は、 I層下部より土師器甕胴部の破片が 3点 出土 した。その内の 2片 は接合されたが、残

り1片 も同器種の破片である。D7号土城の出土土器と同様磨減が著 しい。内面は磨滅が著 しい
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I層

H層

層

黒色土

掲色土

粒子細 く粘性あ り、焼土混入

小石、粘土粒子多量に混入

のにも関わらず、おこげ痕が明瞭に遺存 していた。

再利用の可能性が強い。また、外面調整は粗雑でH

3号住居址出土の長胴甕と類似する。

さらに、本土拡の掘り下げを行なっている過程に

おいて、作業従事者が異常な臭気に気分を悪くする

状態をきたした。本遺跡
|ま呻

山が自色に近い粘■層

のため、骨粉や灰の遺存を認めることが不可能であ

る。おそらく埋葬された人体の腐敗による臭気であ

ると思われる。規模、形態等から土拡墓であろうと

推定はしていたものの、この異常な臭気によってそ

の可能性を確信 したのであった。

時期は、出土 した甕破片から国分期に比定されよ

う。

(島田 悪子 )

l①第27図 D9号 土拡実測図 (1:40)

lo)D io号 土拡

本遺構は、た-2、 ち-2・ 3グ リッドより検出

された。

平面プランは、長径 132 cm、 短径38cmを 測 り、不

整形の形状 を呈す。主軸方位はほぼ北を示す。最深

部は確認面より20cmを 測る。東側の壁の立ち上 りは

比較的急であるが、他は緩かな立ち上 りをみせる。

出土遺物は、須恵器琢片 2点、土師器甕胴部片 3

点が出土 した。性格は不明である。

時期は、出土土器から国分期に比定されよう。

(近藤 尚義 )

第28図 D10号土拡実測図 (1:40)

‖)D‖号土砿

本遺構は、た-2・ 3グ リッドより検出された。平面プランは、長径 112 cm、 短径38cmで 、二

つの円形のピットが交わった形状 を呈す。主軸方位はほ1到ヒを示す。最深部は確認面より20cmを

測る。壁は比較的緩やかな傾斜を持つ。中心部より南側の壁には小 さな凹みが存在する。

【(＼

](ミミン

序 説 明
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層 序 説 明

I層 赤 色 土 焼土

H層 黒掲色土 粒子細く粘性あり
焼土、炭化粒子混入

Ⅲ層 黄掲色土 粒子細く粘性に富む
焼土、炭化、粘土粒子混入

第29図  D ll号 土拡実測図 (1:20)

覆土は上部が、焼土と炭化粒子を含む黒褐色土で、下部が焼土・炭化 。粘土粒子を含む黄褐色

土の二層により形成されていた。

出土遺物は、比較的多く、図示 した 3点の他、土師器大甕口縁部 2点、須恵の大甕口縁部片 2

点、須恵器メロ縁部片 1点、その他器種不明の土師小片16点、さらに、底面直上より土師のネ片

第30図  D ll号土拡出土土器実測図 (1:3)

4点 が出土した。小形の

土拡内に土器破片が焼土

と炭化粒子を含んだ土と

共に混入 している。

図示 した 3点 も、小片を

接合 して複原 したもので

ある。 1の 小形甕は器肉

がうすく磨滅が著 しい。
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第 6表  D ll号 土拡出土土器一覧表
挿図
番号 器種 部 位 法量 器 形 の 特 徴 調 整 (外面) 調 整 (内面) 備 考

l

鰤
小
形
甕

ロ

ー

底

口辺部くの字状に外反し、胴
部にかけ丸味をおびる。

ロクロ痕
胴下部ヘラケズリ

ロクロ痕 色調赤褐色
磨滅著しい

2

土師

琢

ロ

ー

底

口辺部外傾する。
内部より口縁の外側まで黒色
を呈す。

ロクロ痕
底部にヘラケズリ

内面黒色 色調茶褐色

3

須恵

ネ

ロ

ー

底

底部より直線的に開いて外傾
する。
器肉うすい。

ロクロ痕
底部糸切り

ロクロ痕
底面に円形のロクロ痕あ
り。

色調灰色

2の内面黒色ネは口縁部を一部欠失するのみで原形をとどめていた。本土拡出土の土器破片の中

では最大片である。なお、須恵の大甕口縁部片は波状文を有し、本遺跡唯一のものである。

また、覆土は人為的な堆積をしており、たくさんの土器片とともに埋められた感を呈する。そ

して、内黒のネは原型のまま覆土上部に埋められており、何等かの意味があったものと考えられ

る。また、磨滅の著しい小形甕は再利用したものであろう。複原可能であったことからしてやは

り原型のまま埋められたものとおもわれる。本土拡は火葬墓の可能性が強い。時期は国分期に比

定されよう。 (近藤 尚義 )

3溝 址

本遺構は、調査区の南端あ 。い 。う-13グ リッド内にて確認された。

平面プランは、川巾60cm～ 3m、 長さ18m、 深さ5 cm～30cmを 計測する。川巾60cm、 深さ5 cm

を測る北西部は、溝の中央が残存 したのみで川端は削平されている。また、この川は調査区外の

南東側へ続くものとおもわれる。

覆土は、 3層 によって形成される。 I層 は、炭化 。粘土粒子を含む黒褐色土で、Ⅱ層は、粘質

性に富み、粘土粒子を多量に混入する。Ⅲ層は、砂質性に富み、砂、小礫を多量に混入 し、上部

には土器片が包含される。また、砂の堆積は溝中央の深い部分に最も多く、礫は全体に散乱 して

いた。この溝の水流は、北西から南東へと流れる。一方、現在の小川もこの溝址とほぼ平衝に流

れていて、調査区の水田に引水 したり、南西に所在する人家では洗い物等に小川を利用 している。

遺物は、川底から須恵器大甕片14点、同赤焼片 2点、須恵器琢片10点、高台 1点、蓋破片 1点、

摘み片 1点、土師器甕片 5点が出土したも図示 した 1のメは、No9 、 11、 20の 3片 を接合

したものであり、No9 ～ 20ま では 7m60cm程 の距離がある。使用できなくなった食器類を川:に
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2

o         5cm

第32図 溝址出土土器実測図

(1:3)

投げ込んだものであり、当時の生活の様相や生活のにおいが感 じ

られる。

この溝の川底に残存 した土器類は、隣接するHl号、H2号住

居址から出土 したものと、ほぼ同 じであることからこの堅穴住居

に住んだ人達が利用 した川であると考えられる。現在のような汚

染はまったくなかったことから、生活のための用水として多面的

に利用されたであろう。 しかし、この集落の廃絶と共になん等か

の自然の働きにより、水流がいつ しか現在の小川の流れに移動し

たものとおもわれる。

(島田 悪子)

ピット

:)ピ ット群

あ～か-1～ 12グ リッドのほぼ全面から56個のビットが確認 されている。これらの分布をみる

と、 4つ の集中的な部分がある。すなわち、い 。う-1 ～ 3(I群 )、 お 。か-9～ 11(Ⅱ

群 )、 い 。う-6(Ⅲ 群)、 う。え-9～ 11(Ⅳ 群)の 4群である。

規模は、径約20～ 100 cm、 深 さ約10～ 50cmで 、形状は、円形、楕円形、その不整形、連続する

もの、まったくの不整形等、多様で統一性はみられない。ピット底面に柱痕をもつ もの、明らか

に柱痕 と認められるものは、ごく少数ではあるが存在 した。

各群についてみると、 I群は比較的統一のある形状を呈する。 Ⅱ群は分布が最も密で、大 きさ、

形状 とも統一性に欠け、ビットの側壁に小穴を有するもの、オーバーハ ングして立ち上がるもの

が多く、小規模の風倒木痕が多数含まれているとおもわれる。

Ⅲ群は、柱痕 も認められるが、分布がまばらである。Ⅳ群はすべて円形プランで最も統一性の

あるピット群である。また、分布にもやや規則性 をもつ、しか し、 4群 とも明瞭な配列 は認めら

れなかった。

ピット中からの出土遺物は微量で、土師器甕、メ、須恵器琢の細破片が認められた。土師器杯

は、内面黒色のものと糸切 り痕をもつ底径 3.5 cmの 器肉の薄い皿状のものがある。底径からして

燈明皿 とおもわれる。

また、ビット内より炭化材の小片が検出された。鑑定によリナラ材の本材と判明 した。 I群、

IV群のビット中よりの出土である。H2号住居址出土の炭化材もナラ材であった。堅穴住居址に

使用された柱の本材は一般にナラ材 が多い。このビット群も廃絶後の住居の柱が含まれているも

のと考えられる。
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第33図 ピッ ト群実減1図 (1:100)
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以上、本ピット群は自然的なものと人為的なものの 2者 があり、前者にはⅡ群、後者には I、

Ⅳ群とⅢ群の一部が該当し、その時期は、出土遺物から平安時代に位置づけられよう。

(綿田 弘実)

2)配列ビット

本遺構は、え。お-6・ 7・ 8グ リッド内において、R～ 端の配列ピット、R～ Bの 間に付隋

するRI～ Rの 3個、計13個 のビットが確認された。ピットの配列から南北に約 3間、東西に約2.5

間の掘立柱の小規模な建物遺構が存在したとおもわれる。

配列ピット上面は、ほぼ円形を呈するが、規模は民の径80cm、 R,B,罵 ,Pの径60～ 64cm、

尾,咤 ,3,耽 の径50～ 56cm、 民の40× 46cmと 4大別される。深さは、R63cm、 弓58cm、 R50cm、

R65cm、 3 60cm、 P670cm、 P743cm、 P868cm、 R,端73cmを 計源Jす る。

R～島ピットの底面には、柱痕とおもわれる径10～ 20cmの 角形、方形状の掘 り込みが存在する。

B～馬の底面は、R～民の底面と比較 して、掘り込みが小規模であるため、底面が20× 20cmに統

一されていてそのまま底面が柱痕となりうるであろう。さらにR上面には、26× 20cmの 礫が存在

していた。

また、Rピ ット脇より燈明皿が出土 した。口径 9品、器高 2.5 cm、

底径 3.6 cmを 計る。胎土は粗いが丁寧にヨコナデ調整が施され、色

調は茶褐色を呈する。底部は糸切りであり、内面底には油がそそが

れていた痕跡が明瞭に残されていることと、日縁部には黒色の油煤

)が
ベッタリ付着 している。おそらくこの建物址で使用された燈明皿

Q   l  l Cm

第34図  酉己列 ピッ トllL

出土遺物 (1:3

であるとおもわれる。

この建物址の時期、性格等の決定はじがたい。北側 lmの隣接地にHl号住居址、西イ員1l m50

cmの 隣接地にH2号住居址が存在するため、この建物址と堅穴住居址との時期は当然前後するも

のと考えられる。堅穴住居址が先行し、この集落廃絶後に建物址が存在したと想定される。

(島田 悪子 )

5 ロームマウンドおよび風倒木

ロームマウンドは、え-2・ 3、 お-3グ リッド内より検出された。平面プランは、北イ11がふ

くらむ三角がかった楕円形を呈 し、東側は突出している。東西の径は 340 cm、 南北 270 cm、 最深

部は72cmを 測る。マウンド部はわずかに盛り上り、地山の粘土層で形成されている。周浄 1犬 を呈

する黒色土の堆積は、上面から底面へとマウンドを一周 している。

また、東側の突出部は大小の不規則な穴があり、周溝部では縁に沿って小穴がみられる。遺物

の出土は皆無であった。
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第35図 配列ピット実濃1図 (1:80)

層 序 説 明

粒子細かく粘性あり、粘土プロック含む。

粒子細く粘性に富む。
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脱 明

白褐色土 粘土

褐 色 土 黒色土に粘土混入

黒 色 土 粒子細く粘性に富む

第36図  ロームマウン ド実測図 (1:60)

した部分は炭化材で充満 しており、突出した枝

の部分等により、倒本の根の部分が焼けて、こ

のような形状を呈 したものとおもわれる。

倒木も倒れたまま焼けて、地表から地面に焼

けた本炭がくい込んだため、倒木の原形をとど

めていたのであろう。

本炭を鑑定したところ、くるみの本であるこ

とが判明した。現在も当遺跡の付近にはくるみ

の本が見られる。老朽化したくるみの本が強い

東風によって倒されたために生 じた遺構であり、

この風倒木の時期は、検出された住居址群や土

拡群と時間的差はあまりないであろう。

(島田 恵子 。綿田 弘実 。近藤 尚義)

本遺構は大規模で、やや複雑な形態を呈

しているが、東風による倒本の痕と考えら

れる。周溝状を呈する黒色土を残存させた

だけで根の部分が抜けたため、ポッカリ穴

があき、地山の粘土層を用いて穴を埋めた

ものと思われる。周溝に沿う小穴は地表近

くの根の痕と解釈される。

さらに、Hl号住居址と隣接 した、う。

え-3・ 4・ 5グ リッド内には倒木が検出

された。倒木は、全長 6m52cmを 測る。ま

た、倒本の隣から検出された楕円形状の落

込みは、当初土拡であるものとして掘り下

げを行なったが、内部の小穴や細長く蛇行

層 序 説 明

I層 黒掲色土 粒子細い、粘土プロック焼土粒子混入

H層 茶褐色土
.粒

子細く粘質に富む、炭化粒子多量に混入

0            1m

第37図  風倒木実測図 (1:60)

層 序

I層

H層

Ⅲ層
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第5章 包含層出土遺物

l 縄文時代の遺物 (第 38図 )

前田遺跡の包含層からまばらに出土 した縄文時代の土器は、図示 した 7点の他に磨滅の著 しい

4点の計11点であった。

1～ 4は、諸磯b式の浅鉢である。磨滅 していて文様が不鮮明であるが、 1、 2は浅鉢の弯曲

部、 3は胴部、 4は 口縁部である。色調は茶褐色を呈す。

5は、竹管状工具により横位に烈状の核み目が施され、その前後に沈線状の核み目を縦横に配

している。胎土には雲母が多量に含まれ焼成は良好である。色調は、外面は赤褐色を呈すが内面

はやや黒色を帯びる。阿玉台式であるとおもわれる。   

「6は、縦位の沈線状の核み目lin字状の隆帯が施される。色調は褐色を呈す。

7は 、細い縄文が施 された器肉の うすい小片である。               |

3

5            6

第38図  包含層出土縄文式土器拓影 (1:3)

2 平安時代の遺物

本遺跡から検出された住居址に共なう包含層出土土器は、第39図 に図示 し得た他は殆んど小破

片であった。
、

1～ 3は甕形土器であり、 1は 口径46cmを 測る大甕である。 2は 口径28cm、 3は 24cmを 測る。

器形は、H4号住居址出土 (第 15図 1)の ものと同形であるとおもわれる。

4は 、短頸壺の小形であり器肉がうす く、なめらかな調整が施 されている。これもH4号住居

-52-



c==::三≡三三三二:::三 ::三:::三 lJ   ::[:[:::::三 ≡三≡≧
====(1    11::::::::::il、

こ

:Ocln

第39図  包含層出土土器実測図1(1

旧

　

　

　

０

-53-



址出土 (第 15図 2)の短頸壺と同一の器形であろう。こちらの方が小形である。

5は、土師器の台付甕の唯一の破片である。 6～ 11は 、蓋の破片である。この他に33個体の小

破片が出土している。その内の 3片 は赤焼けである。端部はそれぞれ特徴があるが、天丼部はい

ずれも底い。

12・ 13・ 16は 、土師器甕の底部破片である。13は底径 4 cmと 短径である。

14は 、内面黒色の土師器杯であり、底部は糸切りを呈する。18も 土師器杯であるが底径が巾広

く安定感を呈し、真間期の特徴を有する。15・ 17・ 19・ 20は 、須恵器杯で 4個体とも底部は糸切り

を呈する。21・ 22・ 23は 、須恵器高台付杯である。21は 器肉が厚く粗雑な調整であるが、22は 器

肉がうすく、ながらかな調整が施 されている。

第40図 24の 土師器甕は、日径22cm、 器高35cm、 底径 7 cmを 測 り、クシ歯状工具による調整が施

されている。器肉がうすく磨滅 している。また、底部には本の葉圧痕が施 されており、H4号住

居址出土 (第 15図 4)の朴の本の葉圧痕 と同一である。しかし、H4号住居址の甕の底径は 9 cm

ですまわり大形である。

またこの甕は、そ-13グ リッドの第Ⅱ層下部より押 しつぶされた状態 (図 版18)で 出土 した。付近

には焼土が散布 していて、おそらく、住居址が破壊された跡ではないかとおもわれる。同レベル

,Ocln

第41図 包含層出土須恵器底部拓影 (1:3)

240    1    :9卸

第40図 包含層出土土器実測図2(1:4)
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で隣のせ-13グ リッドより、D9号土拡墓のプランが確認されている。

また、第41図 25は 、須恵器甕の底部に施された朴の本の葉圧痕拓影である。本遺跡から出土 し

た底部木の葉圧痕ユ器は小片合わせると7個体を数えるが、その内の 6個体が土師器である。土

師器模倣の須恵器底部の本の葉圧痕は類例が少ない貴重な資料である。

その他の遺物として、寛永通宝が出土 している。その内の一つは、三枚がぴったり重なった状

態で出土 した。背文は無背文であった。寛永年代は、江戸初期 (1624～ 1643年 )第 3代将軍家光

の時代にあたるが、寛永通宝はその後も永い間使用されている。

'        (島 田 悪子)

3 石 器 (第 42図 )

本遺跡の包含層からは、下記の 7点の石器が出土 した。両面を図示 したものは図の左をA面右

をB面 として記述する。
・

―団―炒
麒17

第42図 包含層出土石器実測図 (1:3)
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打製石斧 (1～ 3)

1は 、下端をかなり欠損 しているが、分銅形を呈 していたと推定される。A面は上端、B面は

下端からの平坦で大きな景J離面を残 し、大まかな調整で括れ部を作り出している。お-13グ リッ

ド出土である。

2は 、小形の短冊形で上端の一部を欠損する。両面に自然面を残 していることから板状の素材

であったことがわかる。主として両狽1縁 からの景J離によって形成されており、断面は菱形を呈す

る。側縁は細かな調整が施されている。南区表面採表である。

3も 短冊形を呈 し、上端の片佃1を 欠損する。この部分は薄く、下端は厚い。両端および側縁か

らまJ離 され、下半部の側縁を調整 している。そ-14グ リッド出土。 3点 とも石質は泥岩質である。

凹石 (4)

不整楕円形の安山岩礫を用いている。A面は平坦であり、中央上寄 りに摺鉢状の径 2、 3 cmほ

どの くばみがある。せ-12グ リッド出土である。

磨石 (5)

偏平な安山岩礫を用い、両面が若干磨粍 している。下半を欠損 しているが、比較的大形である。

お-8グ リッド出土である。

砥石 (6。 7)

6は 、やや角張った礫の両面をまJ離 して砥面を作 り出 したもので、定型化 していないёB面 は

特にまJ離の痕を明瞭に残す。A面 に 3面、B面に 2面 の砥面をもつ。あ-2～ 8グ リッド内出土

である。

7は 、小形の有孔砥石である。 4側面を砥面としており、わずかに縦方向の傷が認められる。

上下両端 も研磨 されている。孔は両面から穿ったものである。表面採集。 2点 とも石質は泥岩質

であり、類例は多くないようである。

これらの石器は、調査区全域から分散的に出土 したもので、時期決定の明確 な根拠に欠けるが、

打石斧 (1～ 3)、 凹石 (4)磨 石 (5)は 縄文時代に、砥石 (6・ 7)は 、本遺跡の住居址に

共 なう遺物 であるとおもわれる。

(綿 田 弘実 )

(石質鑑定は、立正大学講師高本信行氏に、打石斧については、桶川市教委今井正文氏にそれ

ぞれ御教示をいただいた。⇒
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第 6章  ま と

本調査で検出された遺構は、堅穴住居址 4棟、土砿11基、溝址 1基、配列ピットおよびピット

群、ロームマウンド・風倒木等である。各遺構、遺物に関しての詳細は前述 してあるので、ここ

では前田遺跡の提示する問題点等を簡単に記 してまとめとしたい。

遺 構

1)堅穴住居址

住居址の平面プランは、隅丸方形 (Hl号、H3号 )。 方形 (H2号、H4号 )を 呈する。規

模は、Hl号住居址カシjヽ 規模の類に属 し、H2号～ 4号住居址はそれぞれ類似の数値を示してい

る。各住居址の壁高は、 5～ 20cmと 比較的浅 く、壁の立ち上りは垂直である。

カマ ドを中心とした主軸方向は、Hl号址がN-13・―Wを示 し、H2、 H3号址はN-70°・58°

一Eを測る。H4号址のみカマ ドが南側に位置しているため、S-58生 Wを 示すが、住居址の配

列はH2号～H4号址の 3棟は、ほぼ同方向の角度に配置している。

カマ ドは、Hl号・H3号址が袖石、支脚石の残存が見られ良好な遺存状態であった。H2号

址は片イ員」の袖石を残すのみで石は取 り除かれていたが、焼土は厚く堆積 していた。H4号址は南

壁に位置 していたことが散布 していた焼土、遺物によって想定されたのみで、すでに石は総て取

り除かれ破壊されていた。H4号址のみカマ ドが逆方向に設置されているが、遺物から判断 して

同時に存在した住居址群であることから、何等かの条件、意味があってのことと推される。H4号

址はとりわけ遭物の出土が多量であったことからも、他の住居址と異なる点が多い。該期におけ

るカマ ドの存り方は、北壁中央から壁コーナー、更に西壁、東壁、南壁と一定の配置は見られな

い。当村丸山遺跡 2号住居址は南東コーナーに存り、小諸市関口B遺跡H3号址も同じく南東コ

ーナーに設置されている。また、長野市浅川西条遺跡の15、 17、 19、 20号住居址も同じく南束コ

ーナーに存る。同遺跡では、 2、 4号址が東壁中央、12号 が南壁に、21号 が南西コーナーにそれ

ぞれ設置されている。長野市田中沖遺跡11号址は南東コーナーに、同市三輪遺跡 5号址は西壁に、

四ッ屋遺跡 5号址は南壁東よりに、また、同市の塩崎遺跡群のカマ ドも西壁に設置されている住

居も在る。飯山市北原遺跡 1号住居址は南壁に、望月町犬飼遺跡 4号址は東壁にそれぞれ設置さ

れている。

柱穴は、各住居址から2個 ～ 5個 にわたって確認された。その中でH2号住居址が最も理想的

な配列、深さを示 し、左右 2本ずつ対になっており設計した感を与える。また、張 り出しピット、

壁上ピットが多く本住居址群の特徴であろう。類例がみられないこともあって上屋構造との関係
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が今後の課題となろう。該期における住居址は、柱穴がまばらなもの、全くないもの等この傾向

が多い。本村丸山遺跡 3号住居址は全く柱穴が無い。カマ ドの位置と関連 して住居形態、上屋構

造と共に今後究明されなければならない課題であろう。

その他の内部施設は、Hl号～H3号 までカマ ド脇左右に径50～ 70cm、 深さ16～ 38cmを測る大

型ピットが存在するが、覆土からして左脇の壁コーナーに掘り込まれたピットは、灰溜めの施設

であろうとおもわれる。また、灰溜め施設と連なるピット及び右脇に設けられた掘り込みは、土

器片の出土があり貯蔵穴あるいはカマ ドに共なう何等かの機能を果した施設であろう。H4号址

は遺物の出土が多量であったにもかかわらず、カマ ド脇の施設が見当らない。内部構造に関連が

あるものと考えられる。

また、H2号 。H3号住居内の覆土から多量の炭化材、炭化粒子、焼土粒子の混入がみられた。

当初:焼失住居を想定 したが、一部分であることから住居址廃絶後の影響であると考えられる。後

出する風倒木の焼け方に観察されるからである。焼失住居の場合、床面全体にかなり大きな炭化

材が残存する。佐久市市道遺跡、跡部町田遺跡、後沢遺跡、清水田遺跡、長野市三輪遺跡等の例

からも、後者に起因するものとおもわれる。佐久市の各遺跡の炭化材の材質はナラ材が主であっ

たが、長野市三輪遺跡では柳であろうと想定 している。前田遺跡はやはリナラ材であった。

第 7表 前田遺跡検出住居址一覧表

遺

　

構

平 面 プ ン

壁

　

一呂

カ
　
マ

ド

柱
　
　
穴

時

　
　
期

備

　

　

考
形 態

規 模

主 軸 方 位
1ヒ昌書 西壁 南壁 東壁

Hl号 隅九
方形

220 N-13=W
帥

‐２

‐

２０
国分期 小 形

H2号 方形 340 N-70L E
５

１

１５
国分期

H3号 九
形

隅
方

340 N-58L E 国分期 一部破壊

H4号 方形 330 330 S-58=W
７

１

１８
南 国分期 遺物出土多量

2)土 鉱

土拡は、11基の検出をみた。あ～えグリット南端に3基検出されたが、Dl号、D2号は溝址

にかかり住居址 とは時間的差が生 じる。伴出遺物が認められず性格等不明である。D3号は、小

形でひょうたん型を呈する。出土遺物は
'不

小片、燈明皿片、羽釜片等であるがその性格用途は判

然としない。
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D4号～D ll号 までの8基は、調査区東端のせ～ちグリッド内より検出された。D4号～D8

号までは、H3号、H4号住居址に隣接する。D5号は確認面が底面付近に達 しており深さが4

～ 8 cmと 浅 く、伴出遺物もなく性格等不明である。D4号、D6号、D7号、D9号は、規模、

覆土等の様相からして土拡墓であるとおもわれる。被葬者はこの集落の一構成員であり、副葬品

を持たないが、丁寧に葬むられていることが土坊の様相からうかがえる。また、この区域は北側

まで住居址の検出がみられないこともあって、墓域であったと想定される。特にD9号は、前述

したように掘り下げに入ってから、異様な臭気がただよい、作業者が気分を悪 くする程であった。

地山が粘土層で、骨粉や小骨と同色であるためその確認は不可能であった。

D10号、D ll号 は、覆土に炭化粒子と焼土粒子が多量に混入 しており、特にD ll号 は出土遺物

が多く、その中に波状文を持つ須恵器片が混入していた。須恵器片の土拡内出土はD4号の小片

とD ll号のみである。一般の共同体成員が葬られる時、須恵器が副葬されることはまれであるこ

とからして、それも波状文を持つ須恵器片の出土は意味があろう。また、完形に近い磨滅の著し

い小形甕、内黒土師器ネ完形品の伴出は火葬墓的要素が見受けられるが、速断はできない。類例

第 8表 前田遺跡検出土城一覧表

遺 構

平 面 プ ン

備 考
形 態

規
。

模

主 軸 方 位
短  径 長 径 深 さ

D l 号 不 整 形 138 N-76° 一 W 性格、時期不明

D 2 号 楕 円 形 N-65° 一 W

D 3 号 円形の連続
４０

５０

４８
∞

N-10° 一 E 性格不明、国分期

D 4 号 長 楕 円形 330 N-30° 一 W 墓拡、国分期

D 5 号 不 整 形 138 N-30° 一 W 性格、時期不明

D6号 円 形 N-37・ ― E 墓拡、国分期

D 7 号 楕 円 形 N-39° 一 E

D 8 号 楕 円 形

D 9 号 楕 円 形 N-35° 一 E 墓拡、国分期

D 10 号 不 整 形 N 性格不明、″

D ll 号 不 整 形 N 墓拡、 ″
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を待ちたい。そして、D4号、D7号、D9号出土の甕形土器片は、いずれも磨滅が著 しく再 利

用であると推察される。なお、D4号は規模等とりわけ立派な土拡墓である。また、D8号である

が、前述 したように規模、位置等から破壊された住居址に付随する施設であるとおもわれる。

3)溝 址

溝址は明確に′jゞ ||で あることが判明した。川に投げ捨てられた食器類等カウ|1砂 と共に川底に沈

んでいて、当時の生活をにおわせている。生活用水として利用したであろう当時の暮しが眼前に

浮ぶ様相を呈していた。このようにはっきりした溝址の検出は類例があまりないが、伊那市のカ

ンバ垣外遺跡より検出されている。ここでは、現在水田の引水をしている井筋へと続くため、井

筋と命名されている。
・
時期は鎌倉前期～室町中期にあたる。

本遺跡では、川底に沈んでいた遺物から、本調査で検出された住居址に共なう小川であり、水

路は北西～南へと続き、H3号、H4号住居址の付近へと流路を取ったものとおもわれる。
.調

査

区外のため途中までの検出にとどまった。また、この溝址は集落の廃絶と共に埋れている。おそ

らく水流が、すぐそばを流れる現在の小川へと移動してしまったものと考えられる。

4)ピ ット群・配列ビット

ピット群は、調査区全域から検出された。特に、あ～か-1～ 12グ リッド内に集中していたの

でこの部分のみ図示した。詳細はピットの項で述べてあるが、分布から4群に分けられる。その

うちI群、Ⅳ群は統一性のあるピット群で、ナラ材の炭化材小片が検出されている。廃絶後の住

居址の柱痕が含まれているものとおもわれる。また、Ⅱ群は規模がバラバラでビットの側壁に小

穴を有するもの、オーバーハングしているものが多く、小樹の根の痕であると考えられる。Ⅲ群

は両者が含まれる。また、そ～つ-1～ 10グ リッド内より検出されたピット群はⅢ群に該当され

る。所々に散布していた焼土、た-13グ リッドより押 しつぶされた状態で出土 した本の葉圧痕の

甕形土器等により廃絶住居址の柱穴が含まれていることがうかがえる。

配列ピットは、明らかに掘立建物址とみることができよう。南北に3間、東西に 2.5間 の小規

模な建物が想定される。当初、矢筒城主島津権六郎が伯母のために建てたと言われるお堂ではな

いだろうかと、地元の方々が推定 していたが、それは大永五年 (1525)に まで降ることもあって

定かではない。出土遺物からみて平安時代後期～中世初期までとおもわれる。しかし、隣接地に

は殿屋敷と称する島津氏の館跡が存在する。黒川はこうした政治の中心地的素地が平安期よりす

でにつくられていたものとおもわれる。歴史的環境の項で矢野恒雄氏が記述 しておられるが、黒

川の地名の歴史的な初見は嘉歴四年 (1329)に あり、さらに寛永六年 (1629)の 「水内郡平出願

生寺住持永尊所持、親鸞聖人縁起裏書」には、「信州水内郡大田庄黒川郷平出願生寺」とあるよ

うに黒川郷の名が登場する。そして伝承では、『源初の黒川郷は南に平出、北は小玉に至り牟礼を

も包合した広い範囲であつたと言うことで、その政治的中心が殿屋敷であったと推考するもので

ある。』と記 しておられるように、律令制国家体制の変質過程において生じた、自墾地系荘園、さ
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らに寄進地系荘園の出現等により、本遺跡の時代は寄進 形荘 園を土台として成り立った、 道長

・頼通の摂関政治の最盛期に属するものとおもわれる。そして黒川は荘園の中心的な拠点であっ

たと推察することができよう。こうした政治的中心の地に特別な建物である掘立柱建物址が存在

していたことは当然のことといえよう。

5)ロ ームマウンドおよび風倒木

本遺跡からは、ロームマウンドおよびそれに付随する風倒木の痕跡が認められた。風倒木は倒

れたままの状態で燃えており、くるみの本であった。一般にロームマウンドの検出はみられるが、

その倒木まで残存した状態は初見であろう。また、倒木の原形は炭化材やその粒子により黒色の

落込みとなって、その姿をとどめていたが、前述 したように炭化材の遺存は大きなもので 3 cm程

度であった。かなり乾燥していたものが強い熱によって燃えつきた感を呈する。調査区全体の遺

構確認面には、炭化粒子が混入していたことと、住居址覆土の一部分に炭化材や焼土粒子が混入

していたこと、さらにオーバーハングした小樹の根痕等も考え合せると、廃絶数年後この集落全

体が焼 き払われたか、もしくは火災にあったものと推定されるのである。

以上簡単ながら遺構のまとめとしたい。

遺 物

縄文時代の遺物は調査区全体に分散的に出土した。先ず土器は前期諸磯 b式土器片 7点と中期

土器片 4点の出土であった。また、打石斧、凹石、磨石等が出土している。

本遺跡の住居址に共なう遺物は、須恵器が大半を占める。器種は蓋杯が主であり、壺、甕等は

大きな破片ではあるがその数は少ない。また、土師器は全体のキ程度であって、器種は甕形土器、

羽釜等に限定される。供献、貯蔵形態は須恵器に、煮沸形態は土師器に片寄る傾向を示 してい・

る。

前田遺跡の南側前方には小高い前高山が存在する。現在ゴルフ場になっていてグリーンの芝生

のコースが望める。この前高山の丘陵上に前高山窯址が所在する、ゴルフ場造成にともない調査

が行なわれた。この他にも番匠窯址が遺跡として登録 されているが、平石、強清水にも窯址の所

在が認められている。このように牟礼村は、前田遺跡の地山にみられた良質の粘土が豊富に産出

することもあり、地方窯業が栄えたものとおもわれる。こうした窯址の近隣に位置する本遺跡に

は、須恵器がおのずと日常生活に多量に入りこんできたことがうなずける。しかし、須恵器が主

流を占めたとしても、一般の共同体成員には自由に入手することができなかったことが推測 され

る。それは、本遺跡で使われていた須恵器は、欠陥品とも言うべき器が目立つことである。Hl

号住居址出土の蓋は、摘みが中心からずれていて歪んでいる。H4号住居址出土の大形壺は胴下

部に大きな凹みが生 じている。また、D3号土鉱出土の燈明皿は口縁にゆがみがある。さらにH

4号の短径壺ゃ破片の中には、焼成時に転倒 しないように支えに使った須恵器片が付着 したまま
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のものがあったり、全体に粗雑なものが多い。自然釉の付着 した美 しい器面のものや文様が施さ

れたものは見当らな かつた。

このように須恵器は、生産の面でも荘園制の枠組みの中に組み入れられ、普及が浸透 してもな

お、欠陥品のような粗雑なものが目立つ一般住居址とそうでない支配層との格差が現れていたと

いえる。土拡墓からの須恵器出土は、D4号の小片とD ll号 のみであったことからも、一般の共

同体成員の副葬品には遠いものであったとおもわれる。             ・

また、本遺跡出土の土師器は焼成が固くひきしまっていて、他地域出土の土師器と比較 して硬

質である。焼成過程においてなん等かの差異があるのではないか、それもかなり高い温度で焼か

れていることから、須恵器と同じ窯ではないかとの御教示を関孝一氏よりいただき、 以前に調査

された前高山窯社の遺物点検を行なった。結果、灰原出土の中に約10%は焼成の固い土師器甕破

片が混入している。このことは明らかに同じ窯で焼成されたことを物語っているといえよう。ま

た、強清水の杉山義貞氏のりんご園から出土 した土師器甕片も同じような焼成をもつ ものであっ

た。さらに、中野市の安源寺遺跡からは5世紀後半の土師窯址が検出されている。須恵器焼成の

過程と温度的なもの等の相違はあるとしても、須恵器窯址の灰原からの出土は考慮されねばなら

ない。類例を待って今後検討 してゆきたい。

なお、本遺跡からは底部に本の葉痕を有す、須恵器片、器面はクシ歯状工具で調整が施されて

いる土師器長胴甕底部にも本の葉痕が認められた。その他の土師器底部小片 4点 にも認められて

いる。

また、灰釉陶器の出土が見られなかったのは、須恵器産地の中にあってその導入が受け入れら

れにくかったのか、灰釉陶器の盛行する以前の時期に該当するかは慎重な検討を要する。今後の

°
課題として指摘にとどめておきたい。

本遺跡は、殿屋敷に続く西方へ拡がるものとおもわれるが、現在の宅地が存在するため住宅建

設中にすでに破壊されたり、又は宅地の下に永遠に埋蔵されることになったであろう。しかし、

本調査によって残存 したその一部分が解明で きたことは意義深い。

(島 田 恵子 )
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第 7章 黒川の年中行事と食用植物

1 年中行事

その土地独特のことばを、方言とは知らず

どこの誰にも通じる共通語であると思い込ん

で使っている。別の土地に住む人に接 してみ

てはじめて、それが全ての人々に通じること

ばでないことに気付く。そういったことは、

よくありがちである。西黒川の年中行事、あ

るいは風習についてもやはり同じである。あ

まりにどっぶりつかりこんでしまって、昔か

ら続いている趣深い行事、風習を忘れてしま

っている。また意味がよくわからずに使って

いる名称が多くある。今日全ての事が全ての

家庭で行なわれているわけではないが、記録

に残 して、そういったものへの認識を新たに

したい。

正月元旦

若水  早朝、井戸水をくみ、使用すると

若返るといういい伝えがある。

初詣  早い者は除夜の鐘と供に近くの神

社 (ほ とんどの人は大宮神社)ヘ

初詣をし、 1年間の幸福を祈願す

る。鏡餅のお供えを持参 し、他家

のものをもらって来て食べると、

かぜをひかぬという。

1日 から3日 まで朝食には雑煮を祝 う。

天人糧 15日 から25日 頃まで、床の間に飾

る。

2日   天筆ともいい書初めをする。

3日 嫁婿年始 嫁婿は仲人親分宅へ年始の

礼に行く6

4日  嫁婿里方へ年始  嫁婿は揃って親元

へ年始に行く。

7日 七草粥  せり 0な ずな 。ごぎょう・

はこべ・ほとけのざ。すずな 。すずし

ろの七草を入れた粥を食べる。

8日 嫁四晩といって、 4日 親元へ年始に行

った嫁はこの日帰る。親はこの日年始

に来る。

‖日 蔵開き 土蔵のある家は初めてこの日

戸を開けた。

鏡開き お供えの鏡餅を割って食べる

14日 お物造り 米の粉で造った、米俵、ま

ゆ、野菜、果物、小判等の型の菓子を

ケヤキ、みずぶさ等の枝に吊し、神棚

に供え、豊作を祈る。

道祖神  ぬるでの本で男女の神像を

造り、紙の着物を着せて道祖神の元ヘ

納め、献物とする。

15日  道陸神造り  家々では〆縄 門松を

取りはず し、両目の入ったダルマなど

を持ち寄り、松の本などを近くの山ヘ

切りに行き、各組毎に田 んぼ等空地へ、

通称「 じいさん、ばあさん」の1対の道陸)

神を造る。

どんど焼き (道陸神焼き)  夕食後

道陸神を焼 く。この時、書初を竿の先
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に付けて焼 き、燃えくずが高く舞い上

がるほど字が上手になるといわれてい

る。またこの人で焼いた餅を食べると

かぜをひかないといわれている。

16日  薮入り 15日 16日 は餓鬼の首も許され

るといって奉公人も楽々と遊んだ。

20日  二十日正月といって正月に於ける最後

の遊び日。朝、暗いうちにお物造りを

取り払う。いつまでも飾っておくと、

田畑の仕事が遅れるといって、なるべ

く早く取りはずす。

30日  晦だんご  みそかだんごとして、新

夫婦は親元へ招かれる。

節分 2月 3日 「鬼は外 福は内 ごもっと

も、ごもっとも」といって豆まきをする。

夕食には、 トロロ汁をつくる。またそ

の トロロ汁を食べた茶腕で湯を飲むと

中気になるといわれている。

初午 2月 最初の午の日。午前10時前に茶を

飲むと火早いといって、その年は火事

.が多いといわれている。不電荷神を祀る

ものは、油揚げを供える。

3月 彼岸 7日 間のうち人口、中日、明日の

3回、団子をつくり、仏前に供える。

やしょん馬 3月 Б百 釈迎如来涯葉の日と
I

いい、寺々 (真宗を除く)又、家

によって、米の粉を蒸 して瓢型の

切餅のようなものをつくり、仏前

に供えたり、お茶うけとする。

雛祭り 4月 3日  長女がうまれると、嫁の

親元から、雛飾りが成長を祝って届け

られる。

春祭り 氏神様 (大宮神社)の春祭りをして

豊作を祈願する。家庭では草餅をつく

る。

5月 8日  ごがつようか とよばれ、牟礼本

町にある、養蚕の神を祀 った牟礼神社

の祭 りがある。

端午の節句  4月 3日 の雛祭 りに対 して、

男子の節句である。男児出産があると

嫁の親元、親戚等から、鯉職、吹貫が

贈 られ、 5月 下旬頃から庭に立てて、

男子の成長を祝 う。風呂に菖蒲、蓬を

入れて入る。そうすると、蛇にかまれ

ないといわれている。

孟蘭盆  7月 末日、新仏のある家は、善光

寺へ仏様を迎 えに行く。

七夕   8月 6日 、子供は青竹に、色紙の

短冊に願い事、歌などを書いて吊し、

庭に飾略 。 (星祭 り)

7日 朝早 く、それらを川に流す。 (七

・夕流 し)、 油気の物を日の出前の水で

洗えばおちるといわれている。

(,由磁界し)

墓そうじ  お盆にそなえて、お墓のそうじ

をする。

迎え盆  8月 13日 、仏壇に果物、菓子など

を供 え、お墓参 りをして、麦わら、

わらなどを、迎え火として焚 き祖先
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の霊を迎える。

近隣の親戚が新盆の場合は、夕食

後、挨拶に行く。

14日  朝、家庭でおやきをつくって、

仏前に供える。

お盆の間に、新嫁婿は里へ、また親戚

間で盆礼に行く。

送り盆 16日  麦わらやわらなどを、焚いて、

送り火とし、祖先の霊を送り、墓参り

をする。

地蔵盆  (牟礼本町地区)23日 地蔵様のあ

るとこ・ろに盆踊りが立つ。

秋祭り 9月  氏神様 (大宮神社)の祭りで、

豊作を祈願する。祭りの前夜を「夜宮」

と称 し(氏子は献燈 して獅子、神楽を

奉納する。

家庭では、煮〆などをつくり親戚知己

を互いに招待 しあう。

翌日には、部落の長 (総代)氏子の長

(氏 子総代)新築された家等で、獅子

舞の披露がある。赤飯をつ くって、近

隣の親戚 などへ配る。

鎌上 げ  稲の刈 り終わりを祝 う。

扱箸上げ 脱穀の終わりを祝 う。
こきばしあ

大根年取  (十日夜)と も呼ばれ、これを過

ぎると大根取りにかかった。

ふいご祭 12月 8日  鎌造りが盛んだった頃

の鍛冶工の祭りで、甘酒をつくり

徒弟も開放されて遊んだ。

お年越  浄土真宗等の家では、春秋どちら

か都合よい日に、菩提寺の僧を招

き、祖師上人、祖先の霊に対し、

読経 し、回句する。

年取   大晦日には一切の掃除を済ませ、

天神様を飾り、鏡餅を仏壇や神棚

に供え、正月を迎える準備をする。

夕食には、鱒、鮭、鰤等をつける。

親類知己に新仏がある場合には、

夕食後、お参りに行く。

2 食用植物

最近でこそ、山菜が珍重され、野山の幸を、

食卓にのせることがブームになってきている

が、しかし、古代の食料の乏 しい時代に生きた

人々にとっては、野山は、食料を得る主要な

場であったはずである。そんなことをおもっ

て私達の囲りを見まわすと、身近にも、たく

さん口にすることのできる植物がある。幼い

頃には、よくそれらを採って遊んだものであ

る。              ・

ナズナ (ア ブラナ科).

この地域では、ガラガラと呼ばれ、田畑、

道端いたるところに生えている。茎がのび

る前の葉を摘んで、浸 し物等にする。食べ

るというより、遊んだ思い出の方が多い。

セリ (セ リ科 )

小川や湿地などで、春早くから7月 上旬頃

まで、根ごと摘むことができる。特有の香

り高さで、全体が食用となり、浸 し物等に

する。

フキ  (キ ク科 )

春の訪れをまっ先に告げてくれる。雪消え

と供に、土手、道端等に、紫がかった緑の
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皮を、はじくように、 まるいつぼみ (ふ き

のとう)を 見せてくれる。全草を利用でき

るが、主としてふきのとうと、葉を除いた

茎を食用とする。フキ (茎 )は 、冷水にさ

らし、.ア ク抜きをして利用する。

ャブカンゾウ (ユ リ科 )

トテッキョ と呼んで親んできた。人家近

くの土手、道端、田のあぜなどにはえ、オ

レンジ色のユリに似た花を咲かせる。春、

緑一色の中で唯一、鮮やかな色を見せてく

れる。芽ぶきから15cm位の丈まで食用とな

り花も食べられる。

タンポポ  (キ ク科 )

平地から1500mく らいの高山まで、道端、

畑、土手、荒れ地等広く分布 している。春

の開花前のものが苦味が少なく、根を含め

た全草を食用にできる。

タネツケバナ  (ア ブラナ科 )

耕作が始まって、田おこしをする頃、田ん

ぼは、この花で一面白くなる。田の雑草で

嫌われるが、花は美 しい。若葉をゆでて食

べる他、塩でもんで青汁を捨て、あえ物、

酢 じょうゆで、生食する。

オ ドリコソウ (シ ソ科 )

ミツバナといわれている。 4月 から 5月 、

湿気のある土手や、道端などで見つける。

この白い花を見ると、密を吸 うことが楽 し

みで、そんなに吸 うとお腹に虫がたかると

いって、母親 に叱 られた幼い頃を思い出す。

新芽を摘むが、花も地下茎も食用となる。

ハコベ  (ナ デシヨ科 )

畑、道端 など、いたる所に生えている。春

から秋まで何回も、開花、結実、発芽を繰

り返す。畑の雑草である。生のまま青汁を

飲む他、浸 し物、煮びた しなどに利用する。

スイパ  (タ デ科 )

スイコといわれ、田のあぜに群生 している。

よく、野良仕事について行っては、すっぱ

さに顔 をしかめながらも、かじったもので

ある。花穂と葉を除いた地上部が食べ られ

る。

イタドリ (タ デ科 )

イタズイコと呼ばれ、やはり、田のあぜ、

河原などに群生。 lm位 まで伸びる。丈20

～60cmぐ らいまでの葉の開かないものを食

用とする。茎の中が空洞であることが、お

もしろくて、よく折って遊んだ。ゆでて千

したり、塩づけなどにして保存する。

ギシギシ  (タ デ科 )

スイバを大きくしたようなもので、ウマズ

イコと、この土地では呼ばれている。田の

あぜ、土手などいたるところで見かける。

年間を通 じて新芽を持つので、いつでも採

集できる。袋に包まれた新芽を摘み採る。

ノビル  (ユ リ科 )

ノビロといわれて親 しまれている。 4月 頃

から6月 頃まで採集できる。根 ごと掘 り採

り全草を利用する。花がつ く頃は堅 くなり

食用にはむかない。ネギ特有の香 りが特長。
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オオバコ (オ オバコ科 ).

ズイコンバイコンと呼ばれている。花の咲

いた茎をもって、 2人で交叉させ、「ズイ

コンバイコン ズイコンバイコン」と唄い

ながら、引っぱりあい、どちらか早く切れ

、た方が負けとなる。道の雑草で遊んだ昔が

懐 しい。若い葉を揚げ物、ゆでて、あえ物

佃煮など応用範囲は広い。

ドクダミ (ドクダミ科 )

人家のまわりの湿った物陰などに群生 して

いる。初夏に自十字の花を咲かせる。臭気

は強いが、その様はなかなか涼 し気で、風

情がある。薬草として知られているが、食

用にもなる。臭気は熱にあうと分解されて

消える。茎と葉は若く軟らかいものを摘む

根茎はゆでて、水にさらし、酢みそ、二杯

酢、みそづけ等に利用する。

アカザ  (ア カザ科)       ヽ

畑、積み肥の跡、荒れ地などに群生する。

繁殖力が強 く、たいへんに嫌われている。

丈 5～ 20cmく らいが摘み時で、初夏のもの

でも新芽はよい。若葉と果実を利用する。

葉はよく水洗いし、葉についている粉状の

球状細胞を洗い落としてゆでる。

マタタビ (マ タタビ科 )

一部の葉は表面が自色に変わり、花は香り

がよく白色。実は 3 cmく らいの長卵形で熟

すと黄色になる。

カタバ ミ (カ タバ ミ科 )

平地の道端、庭の隅などに生える小雑草。

春から秋までいつでも利用でき、若葉と新

芽を摘む。修酸が含まれているので、生葉

をかむと、酸味がある。野外での疲労回復

や、のどの渇 きに生食すると元気が出る。

スベ リヒユ  (ス ベリヒユ科 )

平地から高地 まで人家に沿 って、畑、道端

庭、荒れ地などに生える雑草。夏に急に大

きくなり、炎天に強い植物で、 7～ 8月 の

地上部全草が食用となる。酸味を持つ特有

のぬらめきがとりえで、ビタミン・ ミネラ

ルを含み、栄養的にす ぐれている。

クズ  (マ メ科 )

この地域ではクブッパ と呼ばれている。山

野のいたるところ、雑木林、鉄道沿いの斜

面などに多く生えている。葉は、春の芽ぶ

きから秋までつるが伸び続けるので、いつ

でも採集できる。 8月 から9月 にかけて、

赤紫の花をつける。若 く軟 らかい葉と花の

つばみを食用とする。葉は秋になるほど、

甘味がのり、味がつ く。根からはくず粉を

とる。 .
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クサポケ 別名 ジナシ

山麓帯から低山帯の茂みに生育する。田ん

ぼのあぜにもたくさん生えている。花はき

れいなオレンジ色で、果実を食べるのだが

球形で径約 3 cmで黄色に熟 し、酸味が強い。

田んぼにあったものなどは、あまり実はな

く、もし、さがしあてようものなら、緑色

の若いうちに採ってしまったものだ。

ヌルデ (ウ ルシ科 )

この地域でシオデと呼んでいる。丘陵帯か

ら山麓帯の道ばた、林縁に生育。実は平た

い球形で全体に毛が密生し、熟すと白粉が

つく。これが塩のようで、なめると「しょ

っぱい」のである。

ガマズミ (ス ィカズラ科 )

山麓帯から低山帯の林縁 に生育。 5～ 6月

白い花が咲 き、実は 5ミ リぐらいの卵形で

赤 く熟す。

オオマツヨイグサ  (ア カバナ科 )

ツキ ミソウともいわれ、河川、鉄道、土手

空地、荒れ地など、平地から山の中まで広

域に生える。花茎が立つ前の地面にへばり

ついている葉と、夏、開花 した花弁 も食用

となる。

アケ ビ  (ア ケ ビ科 )

山、雑本林などにある。前田地籍の田んぼ

の川沿いの土手にもたくさんあった。秋、

誰よりも早く果実を探 しあて口が開くのを

心待ちにしたものである。子供の頃ばかり

でなく、大人になっても、アケビの薮に手

をのばして、薄茶色や紫色の実をみつけた

時の感激は同 じである。果実ばかりでなく、

春の新芽も食用とする。ほのかな苦味がま

たいい。

カタク リ (ユ リ科 )

平地から標高1500m以上の高山にかけ、カ

ヤ場 と呼ばれる斜面、林、土手などに群生

する。 ピンク色の花が美 しい。若い葉を浸

し物などにする。昔は地下の深部にある鱗

茎を製 し、かたくり粉をとった。鱗茎は掘

りにくく、失敗する率が高いので、保護の

ため掘るのはやめたいところである。

オオバギボウシ  (ユ リ科 )

この地域では、コーレッパと呼び、付近の

山へ採 りに行く。山麓から標高1500mく ら
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いの高山の湿地水辺、湿ったガケなどに分

布 している。 5～ 6月 が採集時期で若い葉

柄、花を利用する。

フジ (マ メ科 )

河原・原野、林地の端、丘など平地から、

標高1500m以上の高地まで分布 している。

前田地籍の田んぼの沢にもあった。開いた

ばかりの若葉はゆでてあえ物、つくだ煮な

ど、花はゆでて三杯酢、みそあえなど、半

開きのものをてんぶら等に利用する。

ヤマグワ (ク ヮ科 )

山麓から標高1500mく らいの林地の周辺、

原野、土手、川岸などに見られる。幼い頃、

5月 末から6月 、熟 した桑の実を採りに田

んば、土手へ出掛けて行った。青黒い実の

汁で、口の中も手もまっ青になった。

食べることの楽 しみよりも、たくさん集め

て、口や手をまう青にすることの方が、お

もしろかった気がする。

サンショウ  (ミ カ冽開

山沿いの平地から低山帯にかけ、林内、雑

木山、がけ下など木陰を好む。新芽は5月

頃伸び出し、果実は 6～ 7月 につき、秋、

熟 してはじける。昔から香辛料として知ら

れている。

モミジイチゴ 別名 キイチゴ

丘陵帯から山麓帯の茂みや道ばたに生育す

る。花は 1個ずつ下向きにつき白色。実は

熟すと橙黄色になり甘い。

(カ ッ トは、飯島 一男氏のスケ ッチ によ

る。 )

クコ (ナス科 )

山麓帯の茂みや道端に生育する。茎はつる

状、とげ状の小枝がある。花は淡紫色。果

実は卵状長円形で長さ l Cmく らいで紅色に

熟する。葉は食べ られ、実でクコ酒をつ く

る。

オニグル ミ (ク ル ミ科 )

山麓帯から低山帯の林内、川沿いに生育す

る。実は秋に採るぎ核果の核は硬 くしわが

ある。核を割って中味を食べる。

クリ (ブナ科 )

秋を象徴する山の産物である。近隣の林な

どに生育 し、 6月 頃に花が咲く。イガにつ

つまれたッヤッヤした茶色い木の実は、秋、

山歩きの好きな人々の夢を充分満たしてく

れる。干 して貯蔵 し、冬期にゆでて食べる。

(文責 横 山 かよ子 )

ぬ ●台
参考文献

中郷村史

長野県樹木図鑑

長野県山菜・きのこ図鑑

中郷村史刊行会

信濃毎日新聞社
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第8章 古代人と対話して

今度の遺跡発掘のお話を聞いた時は、へえ

―他所の話かと聞いていたのに自分達の住ん

でいるこんな身近な処にあったのかと、びっ

くりするような好奇心が湧いて、ぜひ参加さ

せていた ヾこうと思いました。

梅雨明けの暑い毎日ですが、今度は……こ

の次は……と期待でわくわくします。太陽に

背中をやかれながら一日中土を掘ったり、運

んだり、一生のうちで初めての楽 しい経験で

す。そして遠い昔に想いをはせて、この時代

に住んでいた人達はどんな髪型をして、どん

な物 を着て、何をして生活を営んでいたのだ

ろう等、どんどんとひろがる想像に疲れを忘

れて一 日働いております。

またとない経験 と勉強になりました。

(飯島 一男 )

遺跡発掘に参加して今日で二日になります。

初日は何かと様子がわからず大変でしたが、

二日目にはだいぶ慣れてきました。

私の生れて育ったこの土地、西黒川北の台

前田地籍、何千年前の祖先がいかに暮 してい

たのであろうかと昔をしのびながら、スコッ

プでひとつひとつを掘る度に感無量の気持で

す。この辺は館跡などと話し合いながら、心

をこめて掘り返す楽 しさ、玉の汗をふきなが

ら土器の破片を手にしてにっこり笑をうかべ

て見合わす顔と顔、今度は何が出るだろうか

と、今日も夢中で土を掘 りました。

明日は何が出るだろうかと期待 しながら。

(伊藤 春野 )

日毎に進んでいく発掘の様子を眺めながら

すがすが しい気持でいます。以前なら何でも

ない事ですが、今は機械力の時代に人力で仕

事を進めることは、相当の努力が必要と思い

ます。

私も二、三 日手伝いのつ もりで参加 しまし

たが、仕事が進んでいくと、自然に愛情も湧

いてもう一週間にもなります。勿論最後まで

お手伝いはできないと思いますが、大成功の

うちに終 りますよう祈っております。

(石川 久衛 )

我が郷土の古い古い神々の生活の跡を尋ね、

その当時を思考 しながら、隣り近所の人々多

勢で汗を流 し、四方山話の中に知らなかった

昔の勉強ができ、誠に良い機会に廻 り合わせ

た事です。

住居跡の全体の模様及び生活様式等の報告

されるのが楽 しみです。

(近藤 祐 )

前田遺跡発掘調査を指導されている島田主

任外各位の真摯な学究には頭が下 ります。協

力する吾々にも大いに教えられるところばか
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りです。

吾々協力者は、仮初めにも自己の存在を誇

張する事なく、ひたむきにこの事業の成功を

祈っている。

(高橋 孝美 )

このたび前田遺跡の発掘に当り、実際にそ

の作業を経験 しまして思うに、大仕事である

こと 共ヽに、大変に地味な作業であるのを具

さに感 じとりました。

日毎、先生のご指導に依りまして、掘って

も掘っても何も見つからない時は、暑さもひ

としおですが、往時を偲ぶ土器のかけらや、

住居跡が発掘されるのを見ると、炎天下での

作業の苦労をねぎらってくれるような思いで

す。

願くば、この遺跡の発掘をして牟礼村の歴

史のページに、花をそえる事を祈念してやみ

ません。

(横山 善介 )

私がこの西黒川に嫁いできたのは、20数年

も前の事です。高い土手の上に立って下を見

た時は、大変なところに来てしまったと思い

ました。農作業をするにも目瞬をする様な高

幅と段々田と坂畑で毎日がつらい作業でした。

そんな畑作業の時、土の中から、小石の間か

ら、赤茶けた土器の破片の様な物が出てきた

のを覚えております。でも、其の当時は何の

事はなく、小石ぐらいに思って居りました。

四年位前になりますが、耕運機で畑を起こ

していた夫が土器の破片を見つけて家に持ち

帰 り、洗って見ておりましたが、「これは縄

文土器ではないか。」と言っておりました。

破片の表面には、縄でこすった様なしま模様

があり、破片を5つ 、 6つ合せてみても、皿

やつぼの形になるとは思えなかった。厚いと

ころがあり、薄いところがあり、つなぎ合わ

せ様もない破片でした。こんな坂畑になぜ此

の様なものが出て来るのかと思いました。

今になって、遺跡の発掘という事になり、

此の辺に何千年というほどの昔に人が住み、

生活の名ごりを現在まで残 しているとは思っ

てもみなかった。各地に有名な遺跡はあり、

多くの出土品があると聞いては居りましたが、

すぐ目の前の北の台の田圃からも発掘され、

出土品があった事は、驚ろきと共に苦労 して

掘った甲斐があったと思います。

先生方の熱心さに引かれ、私も一生懸命に

掘り、土を運びましたが、土器片が一つ一つ

出るごとに、疲れも忘れるほどの楽 しい思い

をしました。何もわからない私ですが、少し

でも役に立てればと思いながら参加したので

すが、いろいろと教えられる事も多く、一日

の作業の様子を夕食時、家族と話 し合って一

時を楽 しく過 しております。

先生方の御苦労が報いられ、多くの人達に

知ってもらい、私達に此の大仕事の成果を話

していただく日を楽 しみにしております。

(カロ藤しげ子 )

今回の前田遺跡発掘に当って、昼夜をわか

たぬ全力を傾けてこられた調査団の皆々様、

現場における協力運営に当ってこられた役員

さん、これを支える部落の正副総代さん、公

民館の役員の方々に厚く感謝申しあげます。
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六月末より具体的な企画と運営にはいり、

7月 17日 より結団式と発掘にはいりましたが、

作業に協力してくださった方々、重い廃土と

乾燥 した土塊に、約10日 間はさぞ御苦労をお

かけしたことと存 じます。

発掘の進行に伴って、今後はテレビでごら

んのような作業も出てくるのではないかと思

います。重い作業にこりずに最後まで、地域

の為、それぞれの皆々様の学習の為、頑張っ

ていただきたいと思います。

生涯のよき思い出となることを夢みつ 、ヽ

また、子々孫々に伝えるためにも頑張って参

りましょう。

(団長 青山 紫朗 )

長い長い問

厚い土の下に埋れていた昔が

いま まさに目の前にある     
°

私の手に触れている

カンカン照りのお日様を

久 しぶりにうけ

ま
.ぶ

しげである

私の汗が平安時代の土に黒い点をつくる

ドシャブリの雨は 私の背中を打ち

土器を洗い 土にしみこんでいく

人々の歩いた大地を

いま 私は踏みじめている

(横山 かよ子 )

(以上、「まえだ遺跡通信」第 1号・第 2号に

掲戴されたものである。 )

郷上の遺跡発掘を省りみて

西黒川総代 仲俣 俊夫

六月の未方、西黒川部落出身の文化財調査

委員の方より、北の台地籍の基盤整備に関連

して、前田遺跡の発掘についてご相談を受け、

又、牟礼村教育委員会からも発掘協力者の依

頼や ら公民館の使用等について便宜を計って

ほ しい、との通知をいた ヾきました。  .ヽ

文化財等については、全くの素人である私

も、元来古 きを尋ねることには深い関心を持

っておりましたので、この地元での発掘には

心から賛同 し、古 き時代の人々が何時頃から

この郷土の大地に住みつ き、どのような環境

の中で、どんな生活をしていたのかと、兎角

他事であったこの事業に心のはずむ思いで し

た。

さっそく調査委員 さん、公民館長さん等と

相計り発掘事業に対する部落を上げての組織

作 りや協力者の人集め等につ,い て粗案を練 り

再度の役員会に於て出役者の日程表等も作成

され、 7月 17日 の結団式に向けて、老若男女

を含めた協力体制が出来上 りました。

発掘調査が始まるや、どんな物が出土する

のか、全員胸をふ くらませ、夢を画きながら

郷土愛と相まって、楽 しい作業が進められま

した。

出役者には、ご婦人の方も数多く見えた訳

ですが、調査主任の島田先生が女性であられ

たこと等も幸い して、遠慮のない質問や気軽

な話合いの中から、平常では出来ない珍 らし

い勉強を働 きながら学び得ることが出来まし
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た。

特に、発掘の忙 しい最中に、「まえだ遺跡

通信」と題されて、再度にわたり出土品やら

住居址等々について、わかり易くお知らせ項

いた事は、後日の現地説明会・スライ ド大会

復原 した出土遺物の展示会等と併せ、部落の

方々には大変幸いな意義深いことでした。

協力したいと申出のあった方々には、短い

日程の中でその全部を消化出来なかったこと

は残念でしたが、和気あいあいの中に、一人

の病人 (日 射病等)も 出さず、郷土の歴史に

大きな実証を得た事は、今年も良い事業が出

来たと、関係各位の皆様に心から感謝 してい

る次第です。

副総代・森 孝雄

このたびの前田遺跡の発掘では、部落の一

役員という関係で若干のお手伝いをさせてい

たヾきましたが、部落の大勢の皆さんの御協

力を得て、無事終了しましたことに心から御

礼を申し上げます。

最初心配された人手も、次から次と心よい

御協力を得て、それこそ部落をあげての発掘

となりました。

私自身も、もっともっと作業に参カロしたか

ったのですが、勤務の関係で思うようになら

ず残念でした。 しかし、勤務の帰りに発掘現

場を見るのが毎日の楽 しみでもありました。

今、ほ場整備によって、昔なじんだ私たち

郷土が大きく姿を変えようとしています。こ

の機会をなくしては私たち郷土の歴史は一生

解明されずに終ってしまいます。

千何百年もの昔、私たちの先祖はこの地で

どのような生活をしていたのか、何故ここに

住んでいたのか、素人の私には全く解らない

ことばかりですが、このような地道な調査研

究によってひとつひとつ解明されていくこと

は誠に心強い限りです。

それにしても調査団の先生方には、厳 しい

条件の中で本当に御苦労様でした。

先生方の学問に対する厳 しくも真摯なお姿

は、部落の人たちに深い感銘を与えてくれた

と思います。

大変御苦労様ですが、一日も早く立派な調

査報告書が出来ますことを、部落の皆さんと

共に期待 しております。

お わ |り に
主任 島田 恵子

今回の前田遺跡発掘調査の特筆すべき点は、

調査団と地元黒川地区の方々が一体となって、

終始なごやかに勉強 しながら調査を行なえた

ことであろう。郷土の歴史を知 りたいという

地元の皆さんの熱心な作業に対する姿勢は、

遺物や遺構を通 じて日毎に強 くなり炎天下で

地割れがする程のかたい土をもその情熱で掘

りあげて しまった。そ して作業の進展を常に

考え、地味で苦労な陰の作業を自主的に受け

もって下 さったのも地元の方々でありました。

また、報告書作成の繁雑な作業を佐久の自

宅に持ち帰 り、日曜 もお正月もなく深夜まで

行なっていた私を励げましてくれたのも、黒

川の皆 さんで した。報告書発行にあたり、あ

たたかい御協力を終始いた ゞきましたことに、

心から敬意を表 し、感謝申し上げます。
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